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２２０１５．８ 広報なかの

　

 

シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
が

 

で
き
る
ま
で

　　
世
相
が
反
映
さ
れ
、
市
民
の
心

の
触
れ
合
い
や
連
帯
感
が
薄
れ
つ

つ
あ
っ
た
昭
和
47
年
、
市
民
全
員

が
一
つ
に
な
っ
て
歌
い
踊
り
、
共

感
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
中
野
青
年
会
議
所

が
中
心
と
な
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
、
住
民
の
連
帯
と
総

和
楽
を
目
標
に
計
画
立
案
さ
れ
た

も
の
が「
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
」

で
し
た
。

《
時
系
列
》

○
昭
和
47
年
　
中
野
青
年
会
議
所

が
、
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
大
多
数

が
「
必
要
あ
り
」
と
回
答
。

○
昭
和
48
年
1
月
　
中
野
青
年
会

議
所
に
市
民
祭
特
別
委
員
会
設

置
。

○
同
３
月
～
６
月
　
長
野
市
（
長

野
び
ん
ず
る
）、
上
田
市
（
上

田
わ
っ
し
ょ
い
）
な
ど
を
訪
問

し
学
習
。
市
長
、市
議
会
議
長
、

商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
と
会
談

し
賛
同
を
得
る
。
委
員
会
を
連

日
開
催
し
、
企
画
書
を
作
成
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
を

開
催
し
、
多
く
の
団
体
や
有
志

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
市
民
祭
創

設
準
備
協
議
会
を
設
立
。

○
同
７
月
～
昭
和
49
年
２
月
　
市

民
祭
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

連
日
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
具

体
化
の
た
め
の
実
行
委
員
会
に

移
行
し
、
実
現
に
つ
い
て
の
計

画
が
つ
く
ら
れ
、
市
民
祭
は
市

制
20
周
年
を
迎
え
る
７
月
の
第

３
土
曜
日
（
当
時
）
に
行
う
こ

と
が
決
定
。

 

シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ば
や
し
誕
生

　
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
と
な
る
歌

は
、
中
山
晋
平
先
生
の
御
子
息
で

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
芸
能
局
長
の
中な

か
や
ま山
卯う

ろ

う郎

さ
ん
に
依
頼
し
て
作
ら
れ
ま
し

た
。

　
歌
の
タ
イ
ト
ル
は
、
当
地
域
が

幕
府
の
天
領
で
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら

伝
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
現
在

も
祝
い
事
の
後
に
、「
ヨ
ー
！
シ
ョ

ン
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
」
と
行
わ
れ
る

『
天
領
締
め
』
か
ら
と
っ
た
「
シ
ョ

ン
シ
ョ
ン
ば
や
し
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
古こ

と都
清き

よ

の乃
さ
ん
と
鈴す

ず

き木

正ま

さ

お夫
さ
ん
が
歌
い
、
ビ
ク
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
に
よ
る

伴
奏
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
ま

し
た
。

 

シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
踊
り
完
成

　
楳う

め

も

と

茂
都
梅う

め
の
ぶ延
さ
ん
に
よ
る
振
り

付
け
で
踊
り
が
完
成
し
、
昭
和

49
年
４
月
27
日
に
歌
と
踊
り
の

「
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ば
や
し
発
表
会
」

特集
心躍らす信州中野の夏祭り
～中野ションションまつり・中野祇園祭～

　毎年7月中旬から下旬にかけて行われる中野祇園祭と
中野ションションまつり―。
　威勢のいい掛け声とともに市街地を練り歩くみこしや、
聞こえてくるションションばやしのメロディーは、いつ
の世も人々の心を躍らせ、信州中野に本格的な夏の訪れ
を感じさせます。

　
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ば
や
し

　
　
　
　
　
　
　
佐さ

え

き伯
孝た

か

お夫
　
作
詞

　
　
　
　
　
　
　
渡と

く

じ

久
地
政ま

さ
の
ぶ信
作
曲

　
　
　
　
　
　
　
寺て

ら
お
か岡

真し
ん
ぞ
う三

　
編
曲

雪
が
と
け
た
ら
　
リ
ン
ゴ
の
花
の

香
り
身
に
し
む
　
中
野
市
よ

こ
こ
は
日
本
の
　
大
屋
根
小
屋
根

古
い
つ
た
え
の
　
お
ら
が
里

※
ヨ
ー
　
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン

　
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン

　
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
　

町
が
市
と
な
り
　
ふ
た
と
せ
す
ぎ
た

祝
い
は
や
せ
や
　
こ
の
栄
え

う
た
の
中
山
晋
平
さ
ん
の

う
ま
れ
な
さ
れ
た
　
よ
い
と
こ
ろ

※
（
以
下
く
り
か
え
し
）

リ
ン
ゴ
つ
む
娘
が
か
わ
ゆ
て
な
ら
ぬ

紅
い
頬
し
て
　
清
い
肌

糸
を
引
い
た
手
　
い
ま
で
も
器
用

引
く
な
他
国
の
　
旅
の
風

※
（
以
下
く
り
か
え
し
）

無
相
大
師
を
　
拝
が
み
仰
ぎ

街
を
ち
ょ
っ
と
出
り
ゃ
　
善
光
寺

め
ぐ
る
山
川
　
湯
け
む
り
ス
キ
ー

二
度
も
三
度
も
　
ま
た
お
い
で

※
（
以
下
く
り
か
え
し
）



３ ２０１５．８広報なかの

写真解説
右上：ションションばやし発表会。市民約 2,000 人
が参加。ＳＢＣラジオの生中継が行われるなど、
盛大に行われた。
左上：第１回ションションまつり。中央に見える
のは再現された「まちのまん中の川」。その上には
「かがり火」が映える。
右下・左下：第１回ションションまつり。大太鼓
や子供みこしが練り歩き、まつりを盛り上げる。

20 回（平成５年）からは仮装コンテス
トが始まり、第 22 回（平成７年）から
は踊りの賞が設けられるようになるな
ど、時代の変化に合わせてションション
まつりも変化してきていますが、全国か
ら見に来てもらえるような祭りにしたい
という思いで、踊りの美しさを追求して
指導を続けてきました。

 いつまでも続いてほしい
　祭り会場に行けない人も、最後の花火
の音で祭りを感じ、昔参加した思い出を
懐かしむことができるのではないでしょ
うか。どんな時代でも一日だけは全てを
忘れて踊りに興じ、音楽一つで子どもか
ら大人までみんなで騒ぎ、市民が一つに
なれる。そんなションションまつりがこ
れからもずっと続いていくことを願って
います。

　第１回のションションまつりを迎える
に当たり、踊りを趣味としている団体が
集まり、市役所の屋上などで振り付けの
楳茂都先生からションション踊りを教え
ていただきました。
　それから各団体が講師として市内の各
企業や地区で踊りの講習会を行いまし
た。暑い中、多いときは１日に４カ所を
汗だくになりながら回ったことを覚えて
います。

 美しい踊りを多くの人に
　最初の頃は、現在ほど幅が広くない通
りで、たくさんの参加連が「川」を挟ん
で整然と踊り、その様子はとても美しい
ものでした。
　次第に子どもたちの参加が増え、第

心躍らす信州中野の夏祭り
～中野ションションまつり～

特集

蟻
あ り か わ

川 スミ さん
千草会 会長

ションション踊りを指導して 42 年

ションション踊りを美しく見せるポイント

ションション祭りは
第１回から踊り講師
として参加。長年に
わたり踊り講師の皆
さんのまとめ役を務
める。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。発
表
会
の
後
、

市
内
各
地
で
講
習
会
を
行
い
、
み

ん
な
が
参
加
し
、
み
ん
な
が
楽
し

め
る
市
民
祭
へ
向
け
て
盛
り
上
が

り
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。

第
１
回
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り

　
昭
和
49
年
７
月
20
日
、
記
念
す

べ
き
第
１
回
目
の
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
中
野
小
唄
に
う
た

わ
れ
て
い
る
「
ま
ち
の
ま
ん
中
に

川
が
あ
る
」
を
再
現
し
よ
う
と
、

大
門
町
か
ら
三
好
町
ま
で
の
間
に

仮
設
の
川
を
造
り
、
水
を
流
し
ま

し
た
。（
第
９
回
ま
で
「
川
」
が

再
現
さ
れ
ま
し
た
。）

　
踊
り
は
現
在
の
よ
う
に
最
初
か

ら
会
場
に
整
列
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
の
で
は
な
く
、
空
っ
ぽ
の
中
町

通
り
の
中
心
会
場
め
が
け
て
一
斉

に
踊
り
込
む
よ
う
な
形
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
当
日
は
、
１
６
０
連
、

約
４
３
０
０
人
が
ま
ち
を
踊
り
回

り
、
観
客
も
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

約
3
万
５
千
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
最
初
の
頃
は
、
中
野
衹

園
祭
と
日
程
を
合
わ
せ
て
お
り
、

夜
の
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
踊
り
ま
で

に
、
昼
間
か
ら
、
み
こ
し
や
神
楽
、

大
太
鼓
、
獅
子
な
ど
が
町
を
練
り

歩
い
た
ほ
か
、
伝
統
の
馬
乗
り
行

事
な
ど
、「
市
民
総
和
楽
」
の
一

日
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

③大きく円を描くように
①だぶり足 ②手を高く、指先を見る

右足が下がった状態から、
さらに右足で一歩下がる。

なるべく角度をつけて手を高く
上げ、目線は指先を見る。

手拍子と同時に右足を上げ、上から大きく円
を描くように下ろした手が腰のあたりに来たタ
イミングで右足を着いて左足を上げ、2回目の
手拍子と同時に左足を着地させる。

♪
「
雪
～
が
～
と
け
～
」

♪
「
と
け
～

　
　
た
ぁ
～
ら
～
」

♪
「
花
の
～

　
　
香
り
身
～
に
～
」右足 左足



４２０１５．８ 広報なかの

踊
り
連 

表
彰
連
紹
介

輝
け
笑
顔 

ひ
ら
の
っ
子
連

ダ
イ
マ
ツ
連

夢
を
つ
か
め
‼

 HINO

～seventeen's

～
連

イ
オ
ン
中
野
店 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
連

西
町
区
連

中
野
市
役
所
２
連

上
小
田
中
連

豊
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
１９
連

八
十
二
銀
行
連

長
丘
小
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
連

《
特
別
賞
》

ア
ザ
レ
連

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
な
か
の
連

飯
盛
連

《
準
大
賞
》

《
大
賞
》

ス
ク
ラ
ム
平
岡
連

　７月 25 日、市街地において中
野市合併 10 周年記念「第 42 回
中野ションションまつり」が開
催されました。
　当日は、中野陣屋前広場公園
ステージにおいて、ダンスパ
フォーマンスなどのアトラク
ションが行われた後、推進会長
（池田市長）のあいさつで踊りが
始まりました。

「大賞を取れるとは思っていなかったので、名前
を呼ばれたときはとてもびっくりし、嬉しかっ
たです。小学校生活６年間のいい思い出になり
ました。」佐

さ さ き

々木緒
つ ぐ み

海さん（平岡小学校６年）

第42回
中野ションションまつり



５ ２０１５．８広報なかの

仮
装
連 

表
彰
連
紹
介

PAKAAAAN

連

《
特
別
賞
》

科
野
に
は
い
ろ
ん
な

み
り
ょ
く
が
あ
る
ん
だ
ぜ
い
連

《
準
大
賞
》

《
大
賞
》

延
徳 

絆
の
音
楽
祭
連

《
踊
り
連
の
部
》

Ｊ
Ａ
中
野
市
連

中
野
市
合
併
10
周
年

記
念
賞

　踊り連 67 連、仮装連 13 連の
合計 80 連、延べ 4,100 人の皆さ
んが一斉に踊り出し、市街地は
活気に包まれました。
　踊り終了後には打ち上げ花火
が夏の夜空を彩り、「故郷」の大
合唱が祭りのフィナーレを飾り
ました。

心躍らす信州中野の夏祭り
～中野ションションまつり～

特集

「仮装の衣装は、大人の手を借りずに自分たち
で分担して２カ月くらいかけて作りました。
大賞を取ることができてすごく嬉しいです。」
中
な か や ま

山泰
た い き

希さん（延徳小学校６年）

《
仮
装
連
の
部
》

３
‐
１ Let's Enjoy

連
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戦
国
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
中

野
祇
園
祭
が
、
７
月
18
・
19
日
に
市

街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
川
崎
踊
り
に
屋
台
、
大

獅
子
や
み
こ
し
の
ほ
か
、
３
年
ぶ
り

に
披
露
さ
れ
た
黒
姫
物
語
朗
読
劇
な

ど
の
出
し
物
が
あ
り
、
市
街
地
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
伝

統
の
馬
乗
り
行
事
が
行
わ
れ
、
凛り

り々

し
い
表
情
で
馬
に
ま
た
が
る
若
殿
様

た
ち
が
市
街
地
を
巡
行
し
ま
し
た
。

 

中
野
祇
園
祭
の
起
源

　
永
正
７
年
（
１
５
１
０
）、
高た

か
な
し梨

政ま
さ
も
り盛

が
越
後
国
の
内
乱
に
守
護
代
・

長な

が

お尾
為た

め
か
げ景

に
味
方
し
て
出
陣
し
、
長

森
原
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
に
て
関

東
管か

ん
れ
い領

・
上う

え
す
ぎ杉

顕あ
き
さ
だ定

を
討
ち
取
り
大

勝
し
ま
し
た
。
中
野
に
凱が

い
せ
ん旋

し
た
政

盛
が
こ
の
戦
勝
を
記
念
し
て
、
勝
ど

き
を
上
げ
て
祝
っ
た
場
所
で
あ
る
大

宝
宮
の
祭
神
・
牛ご

ず頭
天
王
を
勧か

ん
じ
ょ
う請

し
、

天
王
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の

が
中
野
の
衹
園
祭
の
始
ま
り
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

中野祇園祭
写真解説
①四ケ町代表の小
学生が若殿様に扮し
て行われた馬乗り行
事。②東町の天王
神輿（市有形文化
財）。③黒姫物語朗
読劇。④中町子供み
こし。⑤松川の川崎
踊り（市指定無形民
俗文化財）。

　松川の川崎踊りは、江戸時
代に当地区の人が伊勢参りの
折に伊勢音頭を見物し、その
優雅さに心を打たれ、故郷に
持ち帰り広めたものなどとい
われています。踊りは仮装
豊
ほ う ね ん

年踊りで、テンポがゆるや
かなのが特徴です。数年前ま
では区の盆踊りでも踊っていた
のですが、今は衹園祭が貴重
な披露の場となっています。

　西町では、大獅子のほか、
おはやし子供屋台と子供みこ
しが参加しました。
　大獅子は２週間かけて補修
し、毎年表情を変えています。
今年は白い歯が特徴の迫力あ
るものを仕上げました。街の
中を元気よく巡行する大獅子
の様子を、一人でも多くの人
に見ていただければと思い、
毎年衹園祭を迎えています。

西町祭祀団
団長

竹
た け だ

田 晋
すすむ

さん
松川川崎踊り保存会

会長

金
か な い

井 保
たもつ

さん

２３

４

５

１



７ ２０１５．８広報なかの

写真解説
⑥中町みこし。⑦組曲・黒姫物語コ
ンサート。⑧西町子供みこし。⑨松
川子供みこし。⑩威勢よく回転する東
町たるみこし。⑪西町おはやし子供
屋台。⑫西町大獅子。⑬松川の川
崎踊り（市指定無形民俗文化財）。
⑭東町子供みこし。⑮馬乗り行事。

　３年に一度、黒姫物語の朗
読劇を行っています。主に中
町や金融機関の方に出演して
もらっていますが、今年は初
の試みとして第 48 代ミス志
賀高原クイーンの畠

はたけやま

山望
の ぞ み

美さ
んに黒姫様役をお願いしまし
た。北信濃に古くから語り継
がれてきた伝説を、衹園祭の
場で多くの人に知っていただ
ければと思っています。

　東青会は、東町の若者で組
織する、主にお祭りの手伝い
をする団体です。東町では、
東青会の「たるみこし」のほ
か、天王神輿と子供みこしが
街中を練り歩きました。
　これからの祇園祭は、担ぎ
手などとして参加する人だけ
でなく、出し物を見に街中に
出てきてくれる人がもっと増
えればいいと思います。

心躍らす信州中野の夏祭り
～中野衹園祭～

特集

黒姫物語実行委員会
委員長

東
ひがし

 英
え い じ

司 さん
東
と う せ い

青会
会長

鈴
す ず き

木 賢
け ん い ち

一 さん

６７

８

９
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彫
り
進
め
て
作
品
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
も
っ
と
地
域
に
根
差
し
た
木
材
を
使

い
制
作
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

靖
子
さ
ん
…
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
、
主
に
植
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

文
様
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
捺な

っ
せ
ん染

と
い
う
技
法
を
使
っ
て
い

て
、
浴
衣
や
の
れ
ん
の
染
色
、
各
種
デ
ザ

イ
ン
の
制
作
を
行
っ
て
お
り
、
見
る
方
、

使
わ
れ
る
方

が
「
楽
し
い
」

と
感
じ
ら
れ

る
物
を
作
り

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

〇
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
季
節
ご
と
果
物

や
野
菜
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
本

当
に
お
い
し
く
て
感
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
た
だ
い
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
き
、
作

品
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は「
物
を
生
み
出
す
仕
事
」

を
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
、
農
家
と

し
て
「
生
活
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

作
物
な
ど
を
生
み
出
し
て
い
る
」
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
と
て
も
魅
力

を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
、
美
術
工
芸
を
生

活
に
根
差
し
た
仕
事
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
品
質
の
良
い
物
を
作
成
し
、
２
人
で

ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
展

示
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
２
人
を
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８２０１５．８ 広報なかの

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　「
中
野
市
産
モ
モ
」
…
２
人

問
題

　

第
１
回
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
が
始

ま
っ
た
年
は
？　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
昭
和
●
●
年
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　

８
月
21
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
中
野
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
バ
ラ
２
種
類
の
名
称
は
？
　

答
え
・
・
・「
な
か
の
小
町
」、「
シ
ッ
ク

ナ
カ
ノ
」

中
野
市
合
併
10
周
年
記
念

　
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
了
後
、
本
年

５
月
に
東
京
か
ら
本
市
へ
生
活
・
制
作
の

拠
点
を
移
し
、
相
子
製
作
所
を
開
業
し
た

相
子
さ
ん
夫
婦
。
今
回
は
、
地
域
に
根
差

し
た
も
の
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
す

る
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
相
子
恭
平
さ

ん
と
靖
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
中
野
市
を
制
作
・
生
活
の
拠
点
に

し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

　
長
野
県
北
部
地
震
で
栄
村
が
震
災
に

あ
っ
た
際
に
、
震
災
を
受
け
た
住
宅
の
梁

を
彫
っ
て
お
地
蔵
さ
ん
を
作
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
時
に
北
信
州
を
訪
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
社
会
に
出
て
拠
点
に
す

る
場
所
を
こ
の
地
域
に
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
、
飯

山
市
を
候
補
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
に
移
住
先
を
紹
介
し
て
も
ら
う

中
で
、
勝
山
建
設
さ
ん
に
作
業
場
の
一
部

を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
地
を
拠
点
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
雄
大
な
山
々
に
囲
ま
れ
、
四
季
が
は
っ

き
り
し
た
こ
の
地
に
住
む
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

○
お
二
人
の
作
品
の
紹
介

恭
平
さ
ん
…
彫
刻
家
と
し
て
主
に
人
間
を

テ
ー
マ
と
し
た
木
彫
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

直
径
が
１
㍍
程
度
の
木
を
約
１
年
掛
け
て

中野のチカラキラ
リ No.26

仕
事
に

美
術
工
芸
を
生
活
に
根
差
し
た

【草間】相
あ い こ

子恭
き ょ う へ い

平さん・靖
や す こ

子さん

（右から）
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8月の合併 10 周年記念事業を紹介します。大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。
「中野市合併 10 周年記念事業」

今月の

◇期　日　８月29日㈯
◇時　間　午後０時30分開演
　　　　　※正午開場
◇会　場　市民会館ホール
◇入場料　無料

「2015 中野市民音楽祭」

　小中学校の合唱団・合唱部・吹奏楽部のほか、市内で活動をして
いる合唱や吹奏楽の団体が演奏を披露します。本市にゆかりのある
曲や一緒に歌いたくなる曲など、出演団体による音色の違いを感じ
ながらお楽しみください。
　大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

文化スポーツ振興課文化振興係　☎（２２）２１１１(内線３９４)問

8/29㈯001
check！！

▲昨年度の市民音楽祭の様子

◇主　催　中野市
　　　　　中野市音楽団体連盟
◇共　催　中山晋平記念会
　　　　　高野辰之記念会
◇後　援　中野市教育委員会

南宮中学校合唱部

8/23㈰

　長野市出身
で、国立音楽
大学で後進の
指導に当たる
荒
あ ら い

井雅
ま さ の り

至さん
と、その門下
生の総勢2８人

の出演による恒例の弦楽奏をお届けします。
　若さあふれる、爽やかな演奏です。お気軽にお
越しください。

ムシカ・アレグレ・コンサート

◇期　日　８月23日㈰
◇時　間　午後１時30分開演
◇会　場　高野辰之記念館
◇出演者　荒井雅至さん（ヴァイオリン）、国立

音楽大学生、同付属中学・高校生、東京学芸大
学生、ムシカ・アレグレ・シニアメンバー

◇曲　目　ディベルティメント第二番（W.A
モーツアルト）、ヴァイオリン協奏曲第四番
（W.Aモーツアルト）、中山晋平童謡集、高
野辰之作品集、花は咲く（合唱）ほか　

◇入場料　コンサート中は無料

高野辰之記念館　☎（３８）３０７０問

002
check！！

8/30㈰

　小学 3 年生から 6 年生を
対象に、さまざまな職業体験
( 大工、花屋、消防士、車屋、
歯医者など ) ができるイベン
トを開催します。

003
check！！

わくわく！
ワークエクスペリエンス

◇期　日　８月30日㈰　
◇時　間　午後１時～４時
◇会　場　中野地域職業訓練センター
◇対　象　小学 3 ～ 6 年生 ( 要申し込み )
◇定　員　100 人（定員になり次第募集を終了）
◇登録料　500 円
◇申込方法　申込チラシに記入の上、ファクス

でお送りいただくか、( 公社 ) 中野青年会議
所公式ホームページからお申し込みくださ
い。

◇その他　職業体験の後、景品抽選会を行いま
す。詳細はお問い合わせください。

（公社）中野青年会議所問

☎（２６）３４１２
ファクス（２３）００９４

受付時間：月～金曜日 午後１時～４時
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現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
は
建
設
か
ら
約

５０
年
が
経
過
し
、
耐
震
性
能
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
著
し
い
老
朽
化
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

庁
舎
敷
地
に
建
て
替
え
る
こ
と
と
し
て
、

１
月
に
「
新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
新
庁
舎
の

階
層
や
構
造
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
活
用
で

き
る
場
所
や
執
務
室
の
配
置
、
駐
車
場
や

庁
舎
ま
わ
り
の
環
境
整
備
な
ど
を
ま
と
め

た
「
新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
設
計
（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
の
基
本
設
計
（
案
）
に
つ
い

て
、
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
募
集
期
限
　
９
月
７
日
㈪

〇
基
本
設
計
（
案
）
の
公
表
場
所
　
市
役

所
財
政
課
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

北
部
・
西
部
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
中
央
・
豊
田
公
民
館
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〇
提
出
方
法
　
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
新

庁
舎
建
設
整
備
基
本
設
計
（
案
）
に
対

す
る
意
見
」と
記
載
し
、基
本
設
計（
案
）

の
公
表
場
所
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
、
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

財
政
課
管
財
係

☎ 

�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
８
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
　kanzai@city.nakano.

nagano.jp

な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
　http://

www.shinsei.elg-front.jp/nagano/
navi/index.html

新庁舎建設整備基本設計（案）に
ご意見をお寄せください

新庁舎整備イメージ

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

期日 会場
８月17日㈪ ・豊田公民館（豊田文化センター）会議室

８月18日㈫ ・ＪＡ中野市 日野事業所会議室
・ＪＡ中野市 長丘事業所会議室

８月19日㈬ ・ＪＡ中野市 延徳事業所会議室
・ＪＡ中野市 平岡事業所会議室

８月20日㈭ ・北部公民館会議室
８月21日㈮ ・ＪＡ中野市 平野事業所会議室

８月23日㈰ ・市民会館41号会議室
・ＪＡ中野市 倭事業所会議室

８月24日㈪
・西部公民館（西部文化センター）会議室
・ＪＡ北信州みゆき 永田地区組合
センター会議室

・建築面積　1,５1５㎡
・延床面積　6,9０7㎡
・構　　造　鉄骨造（免震構造）
・階　　数　地上５階

基本設計（案）の概要

配置図

　
新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
設
計
（
案
）
に

つ
い
て
ご
説
明
す
る
た
め
、
左
表
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

断面ゾーニング図

時間　各会場とも午後７時からです。
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中
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

戦略
　
市
で
は
、「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
に
当
た
り
、
そ
の
課
題
を
整
理
す

る
た
め
、将
来
の
人
口
を
推
計
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
出
生
数
の
減
少
や
若
者
の

転
出
が
こ
の
ま
ま
続
い
た
場
合
、
25
年
後

に
は
人
口
が
３
万
５
千
人
を
切
り
、
現
在

よ
り
も
約
１
万
人
減
少
す
る
こ
と
や
、
高

齢
化
率
も
37
・
6
％
に
達
す
る
と
予
測
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
推
計
を
基
に
、
人
口
問
題
に

関
す
る
基
本
認
識
の
共
有
を
図
り
、
本
市

が
取
り
組
む
べ
き
将
来
の
方
向
を
示
す
長

期
的
な
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
現
状
の
出
生
率

や
転
出
超
過
の
状
況
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

を
条
件
に
推
計
を
行
い
、
２
０
４
０
年
に

お
け
る
目
標
人
口
を
３
万
７
千
５
百
人
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

目
標
人
口
を
達
成
す
る
た
め
、
活
力
の
あ

る
地
域
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
地
方
創
生
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
の
指
針
と
な
る
「
中
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

～
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
～

第
２
次
中
野
市
総
合
計
画

募集

基
本
構
想
（
素
案
）
に
対
す
る
ご
意
見

　
市
で
は
、
現
行
の
総
合
計
画
を
１
年
前

倒
し
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
1０
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
中
野

市
総
合
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
基
本
的
な
部
分
で
あ
る

「
基
本
構
想
」（
素
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
構
想
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

〇
基
本
構
想(

素
案)

の
公
表
場
所
　

　
市
役
所
政
策
情
報
課
、
豊
田
支
所
地
域

振
興
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〇
提
出
方
法
　
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
基

本
構
想
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と

記
載
し
、
政
策
情
報
課
へ
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
期
間 

８
月
1０
日
㈪
～
９
月
1０
日
㈭

※
総
合
計
画
、
総
合
戦
略
の
策
定
に
係
る

市
民
懇
談
会
を
９
月
下
旬
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
９
月
号
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
―
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

フ
ァ
ク
ス 

�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
　seisaku@city.nakano.

nagano.jp

▼ 2040 年までの人口推計

～将来都市像～
「緑豊かなふるさと 文化が香る元気な街」
　を改めて将来都市像に掲げ、その実現に
　向けた取り組みを進めます。

～目標人口～
中野市人口ビジョンを踏まえ、

平成 37 年度（2025 年）の目標人口を
『41,000 人以上』とします。

【策定経過】
〇総合計画審議会
　平成 26 年９月から３回開催
〇市民アンケート
　平成 26 年 1０ 月に実施。2０ 歳以上

3,０００ 人と、高校生を対象。
〇若者ワークショップ
　平成 26 年 11 月から平成 27 年２月
まで実施。

　4０ 歳未満の若者と高校生の計 28 人
でワークショップを実施

※策定状況は、市公式ホームページで
更新中です。

43,000

41,000

37,500

目標人口の推計条件
出生率 2040 年に「2.07」

社会移動 2030 年以降を「± 0」

45,638

44,120

42,608

41,041
39,809

38,633

37,410

34,787

42,481

40,681

38,786

36,832

46,000

44,000

42,000

40,000

38,000

36,000

34,000
H22

（2010）

（人）

H27
（2015）

H32
（2020）

H37
（2025）

H42
（2030）

H47
（2035）

H52
（2040）

現状維持
目標人口の
ベースとなる推計
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〇国勢調査の目的
　我が国の人口・世帯の実態を明らかにすることを目的に行われ、平成 27 年国勢調査では、少子高齢化
社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータなどを得るために実施します。
〇調査結果の利用先
　さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、防災対策な
ど、私たちの暮らしのために役立てられます。
〇今回の国勢調査の特徴
　記入負担の軽減、利便性の向上を図るなどの観点から、今回の調査では先にインターネットでの回答を
受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布し調査を行います。
　なお、紙の調査票は調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出いただけます。
〇インターネット回答時期
　調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、９月10日㈭から20日㈰までにインター
ネットでの回答をお願いします。

　詳しくは、「国勢調査 2015 キャンペーンサイト」をご覧ください。
　国勢調査 2015 キャンペーンサイト　http://kokusei2015.stat.go.jp/

　国勢調査は、平成 27 年 10 月１日現在、日本に住んでいる全ての人および世帯が対象となります。本調
査は、統計法で国の最も重要な統計調査として位置付けられ、この調査票に記入して提出する義務が定め
られています。皆さんのご協力をお願いします。

平成 ２7 年 国勢調査を実施します

問い合わせ先　政策情報課情報統計係　☎（２２）２１１１（内線２１７）

調査

　
本
市
の
児
童
生
徒
数
は
、
昭
和
59
年
度

か
ら
現
時
点
ま
で
の
30
年
間
で
、
約
６
割

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
、
平
成
32
年
度
ま

で
の
推
計
で
は
さ
ら
に
減
少
し
、
現
在
の

学
校
数
を
維
持
し
た
場
合
、
小
規
模
化
の

進
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
少
子
化
の
進
展
に
よ
る
将
来

的
な
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
対
応
し
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境

の
整
備
と
教
育
の
質
の
一
層
の
充
実
を
確

保
す
る
た
め
、「
中
野
市
立
小
学
校
及
び

中
学
校
適
正
規
模
等
審
議
会
」
か
ら
答
申

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
答
申
を
尊
重
し
、「
中
野
市
立
小

学
校
及
び
中
学
校
適
正
規
模
等
基
本
方
針

（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
基
本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
そ
の
意
義
を
十
分

に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
、「
中
野
市
立
小
学
校
及
び

中
学
校
適
正
規
模
等
基
本
方
針
（
案
）」

に
つ
い
て
の
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
教
育
環

境
を
提
供
す
べ
き
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
う
べ
き
な
の
か
、
一
緒
に
考
え

て
い
た
だ
く
説
明
会
で
す
。

　
な
お
、
市
民
説
明
会
は
、
各
小
学
校
区

単
位
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
各
会
場
と
開
催
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、「
中
野
市
立
小
学
校
及
び
中
学

校
適
正
規
模
等
基
本
方
針
（
案
）」
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
ま
た
は

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.

city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
総
務
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２

開催

中
野
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
適
正
規
模
等

基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
の
市
民
説
明
会

期日 会場 時間
８月 25日㈫ 科野小学校

午後６時 30分から

８月 28日㈮ 長丘小学校
８月 31日㈪ 平岡小学校
９月１日㈫ 倭小学校
９月８日㈫ 豊井小学校
９月９日㈬ 永田小学校
９月 10日㈭ 中野小学校
９月 14日㈪ 日野小学校
９月 15日㈫ 延徳小学校
９月 29日㈫ 高丘小学校
９月 30日㈬ 平野小学校

▼市民説明会開催日程
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優
良
建
設
工
事
表
彰

　
７
月
22
日
、
市
役
所
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
優
良
建
設
工
事

表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
工
事
施
工
の
適
正

化
と
施
工
技
術
の
向
上
を
図
る
た

め
、
市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
の

う
ち
か
ら
優
秀
な
成
績
で
完
成
し

た
、
工
事
の
施
工
業
者
お
よ
び
現

場
代
理
人
の
方
々
に
表
彰
状
を
贈

呈
し
た
も
の
で
す
。

〇
工
事
名
　
（
仮
称
）
中
野
市
新

西
町
保
育
園
建
築
工
事

・
施
工
業
者
　
湯
本
・
中
沢
・
高

社
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

・
現
場
代
理
人
　
小こ

ば
や
し林

政ま
さ
は
る春

〇
工
事
名
　
市
道
西
条
新
保
線
道

路
改
良
工
事

・
施
工
業
者
　
中
野
土
建
㈱

・
現
場
代
理
人
　
春す

の
は
ら原

俊と
し
あ
き明

〇
工
事
名
　
市
道
斑
山
線
舗
装
打

換
え
工
事

・
施
工
業
者
　
㈱
塩
川
組

・
現
場
代
理
人
　
山や

ま
ざ
き嵜

榮え
い
い
ち一

〇
工
事
名
　
市
道
越
赤
岩
線
道
路

改
良
工
事
そ
の
２（
繰
越
明
許
）

・
施
工
業
者
　
㈲
渡
辺
建
設

・
現
場
代
理
人
　
竹た

け
ま
え前
憲け

ん

た太

〇
工
事
名
　
市
道
延
徳
７
号
線
道

路
改
良
工
事
（
繰
越
明
許
）

・
施
工
業
者
　
㈱
塩
川
組

・
現
場
代
理
人
　
牧ま

き
し
ま島

吉よ
し
の
り宣

❀ 

受
賞
者

　
本
年
度
の
優
良
建
設
工
事
表
彰

者
は
施
工
業
者
10
者
、
現
場
代
理

人
10
人
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

表彰

〇
工
事
名
　
渇
水
対
策
施
設
抗
口

ポ
ン
プ
場
月
岡
排
水
路
改
修
工

事
・
施
工
業
者
　
中
野
土
建
㈱

・
現
場
代
理
人
　
鈴す

ず

き木
史ふ

み

や弥

〇
工
事
名
　
市
道
延
徳
７
号
線
道

路
改
良
工
事

・
施
工
業
者
　
㈲
竹
内
組

・
現
場
代
理
人
　
竹た

け
う
ち内

健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

〇
工
事
名
　
（
仮
称
）
中
野
市
新

西
町
保
育
園
機
械
設
備
工
事

・
施
工
業
者
　
新
栄
工
業
㈱

・
現
場
代
理
人
　
藤ふ

じ

い井
和か

ず
ひ
さ久

〇
工
事
名
　
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の

森
文
化
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
休
憩
施
設
整
備
工
事
（
繰
越

明
許
）

・
施
工
業
者
　
竹
原
木
材
㈱

・
現
場
代
理
人
　
三み

さ

わ沢
昇の

ぼ
る

〇
工
事
名
　
中
野
処
理
区
下
水
道

管か
ん
き
ょ渠

長
寿
命
化
管
更
生
工
事

・
施
工
業
者
　
テ
ィ
ー
ア
ー
ル

イ
ー
㈱

・
現
場
代
理
人
　
徳と

く
た
け竹
正ま

さ
ひ
ろ弘

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
管
財
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
市
で
は
、
変
化
す
る
社
会
経
済

に
対
応
し
、
よ
り
効
率
的
な
行
政

の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
野
市
行

政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

次
期
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員
　
若
干
名

○
募
集
期
限
　
９
月
４
日
㈮

○
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
１
年
間

※
任
期
中
、
数
回
の
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

○
応
募
条
件
　
市
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
平
日

昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

○
報
酬
　
あ
り

○
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

（
任
意
様
式
で
も
可
）
に
応
募

動
機
を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
明
記
の
上
、
直
接

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
用
紙
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
選
考
　
書
類
選
考
で
行
い
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

※
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、

ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委

員
で
あ
る
方
に
は
ご
遠
慮
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

中
野
市
行
政
改
革
推
進
委
員

推進委員と行政改革の関係イメージ

行政改革
（仕事のやり方や
内容を変える）

行政経営
（効率化）

住民福祉増進
（市民満足）

○時代の変化
○ニーズの変化

○改善、改革
○行政サービス向上

行政改革推進本部
・行政改革実行計画の策定および検証
・行政改革に関する調査検討

○課題への対応
○目標、重点事項

行政改革推進委員会
・行政改革の推進に関する
　審議、提言等

諮問・報告 答申・助言

実行

募集
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風
土
に
根
差
し
た
新
た
な
美
の
創
造
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
礰れ

き
み
ん珉

展
を
開
催

し
ま
す
。
あ
な
た
の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

〇
テ
ー
マ　

自
由
（
た
だ
し
、
本
展
覧
会

の
目
的
に
合
致
し
た
も
の
）

〇
募
集
作
品
　
絵
画
（
油
絵
、ア
ク
リ
ル
、

水
彩
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
日
本
画
、
版

画
、
切
り
絵
そ
の
他
平
面
作
品
）

※
近
作
の
未
発
表
作
品
で
、
展
示
可
能
な

も
の

〇
応
募
点
数
・
出
品
料
　
一
人
１
点
と
し
、

出
品
料
は
１
点
１
０
０
０
円
（
高
校
生

は
５
０
０
円
）
と
し
ま
す
。

〇
規
格
　
大
き
さ
は
50
号
ま
で
と
し
、
額

装
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
ガ
ラ
ス
は
不
可
。
た
だ
し
、
ア
ク
リ
ル

な
ど
の
樹
脂
板
は
可
。

〇
応
募
資
格
　
中
野
市
、
飯
山
市
、
山
ノ

内
町
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄

村
の
在
住
者
ま
た
は
、中
野
市
出
身
者
・

在
勤
者
・
在
学
者
（
高
校
生
以
上
）

〇
応
募
申
し
込
み
　
10
月
18
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
に
、
一
本
木
公
園
展

示
館
へ
作
品
を
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

〇
審
査
・
賞
　
応
募
作
品
は
、
厳
正
な
審

査
の
上
、
入
選
を
決
定
し
、
展
示
し
ま

す
。
入
選
作
品
の
う
ち
優
れ
た
も
の
に

は
、
次
の
賞
を
授
与
し
ま
す
。

・
中
野
市
長
賞
、
礰
珉
賞
、
岺れ

い
じ
ゅ
か
い

樹
会
賞
、

中
野
市
議
会
議
長
賞
、
中
野
市
教
育
委

員
会
賞
、
会
員
奨
励
賞
、
奨
励
賞

〇
展
覧
会

・
会
期
　
10
月
２２
日
㈭
～
11
月
15
日
㈰

・
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

・
会
場
　
一
本
木
公
園
展
示
館

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

「
第
３4
回
礰
珉
展
」作
品

▶
前
年
度
中
野
市
長
賞
受
賞
作
品

「
様
相
２
０
１
４
・
出
で
よ
ピ
カ
ソ
」

作
者　

池い

け

だ田
憲け

ん

い

ち

ろ

う

一
郎
さ
ん
（
笠
原
）

募集

　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館
で
は
、
平
成

２7
年
度
特
別
展
示
と
し
て
「
明
治
維
新
　

地
域
の
近
代
を
切
り
拓
く
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
旧
幕
府
の
倒
壊

か
ら
中
野
県
の
成

立
、
中
野
騒
動
を

経
て
長
野
県
政
の

確
立
へ
と
、
激
動

の
維
新
を
乗
り
越

え
明
治
の
近
代
化

へ
歩
み
始
め
る
中

野
地
域
の
様
子

を
、
生
の
史
料
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間
　
10
月
30
日
㈮
ま
で
（
予
定
）　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館

観
覧
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館

☎
�
２
９
５
５

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
�
３
１
１
２

開催

（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館
特
別
展
示

「
明
治
維
新
　
地
域
の
近
代
を
切
り
拓
く
」

　
市
立
博
物
館
で
は
、
中
野
市
合
併
10
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
豊
田
地
区

で
保
管
さ
れ
て
き
た
民
具
を
展
示
し
ま

す
。

　
ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

【
企
画
展
】

期
間
　
９
月
２7
日
㈰
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　
市
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

観
覧
料　

無
料

【
講
演
会
】

演
題
　〝
モ
ノ
〟
語
り
―
「
も
の
の
け
姫
」

か
ら
見
た
日
本
文
化
―

講
師
　
佐さ

の野
賢け

ん

じ治
さ
ん
（
神
奈
川
大
学
歴

史
民
俗
資
料
学
研
究
科
教
授
）

期
日
　
８
月
30
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
市
立
博
物
館

受
講
料
　
無
料
（
定
員
70
人
）

問
い
合
わ
せ
先

市
立
博
物
館

☎
�
２
０
０
５

「
受
け
継
が
れ
た
道
具
た
ち
―
豊
田
の
民
具
―
」

市
立
博
物
館
企
画
展
示

開催
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公園 「一本木公園植栽魅力アップ事業」を実施しています

　一本木公園では、本年度から計画的に「植栽魅力アップ事業」を実施しています。
　本事業は、ハード的な工事を行わず、新しい品種の一年草・宿根草・山野草の植え付けを主に行い、バ
ラとの調和や総合的な美しさを目指しています。また、地元で作られた有機肥料を使用し、バラや公園内
の樹木の樹勢回復も行います。
　現在、春のバラまつりに来園者が集中していますが、年間を通じて楽しめる公園にしていきたいと計画
しています。

問い合わせ先　都市計画課街路公園係　☎（２２）２１１１（内線２７０）

写真左と中央は、コスモスの「カップケーキ」という新品種で、大きな特徴として花びらが一つにつながっ
ており、一つ一つ咲き方が異なります。また、写真右は色とりどりの「マツバボタン」です。

　懐かしさの中に新しさがある草花を選び、今後も植栽を継続していく予定です。
　なお、秋のバラまつりに向けては、日陰のゾーンに山野草を増やしていく予定です。魅力アップに努め
る一本木公園にぜひお越しください。

開催

　市と中野市音楽団体連盟では、市内の音楽愛好家や一般の方を対象に音楽講習会を開催します。
　今年度は、作曲家の富

と み ざ わ

澤裕
ゆたか

さんを講師に招いて、合唱の指導をしていただきます。
　合唱の経験の有無は問いません。合唱に興味があり、これからはじめようと考えている方も大いに歓迎
です。大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

音楽講習会

東京声専音楽学校卒業。同校オペラ研究科修了。作曲を西崎嘉太郎、青島広志の各氏に、指揮を野口政男、小
林研一郎の各氏に師事。1995年、沖縄日伊オペラによるオペラ「阿麻和利」(新垣壬敏作曲）の初演を指揮。以
来、合唱やオペラの指揮者として活躍している。
近年は子供のための音楽に意欲を持ち、音楽之友社の雑誌「教育音楽」に作曲、編曲を連載、その多くがＣＤ
となり広く歌われている。
1990年から２001年まで母校の講師として後進の指導にあたる他、日本オペラ振興会オペラ歌手育成部の講師
（音楽理論）も勤めた。

作曲家　富澤裕プロフィール

期日　９月 ２0 日㈰
時間　午後１時 30 分～４時 30 分（受付開始時間：午後１時から）
会場　市民会館ホール
講師　富澤裕さん
参加費　無料
主催　中野市・中野市音楽団体連盟
申込期限　９月10日㈭（当日参加も受け付けます） ▲音楽講習会の様子

問い合わせ・申し込み先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（２２）２１１１（内線３９４）
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特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
市
内
で
、
６
月
、
７
月
に
連
続

し
て
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
孫
や
甥お

い

を
騙か

た

る
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
の
手
口
で
、
６０
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
が
、
現
金
を

用
意
し
て
直
接
渡
し
て
し
ま
う
被

害
で
し
た
。

　
県
全
体
の
特
殊
詐
欺
の
認

知
件
数
は
、
６
月
末
現
在
、

１
３
２
件
で
、
被
害
額
は
、
約

４
億
３
１
０
０
万
円
に
上
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
す
る

と
、
被
害
件
数
が
大
幅
に
増
え
、

特
に
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
と
「
架

空
請
求
詐
欺
」
の
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
、

誰
に
で
も
起
こ
る
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
家
族
の
中
で
注

詐欺

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
！

意
を
呼
び
掛
け
合
う
こ
と
に
よ

り
、
被
害
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
を
目
的
に
、「
特
殊
詐
欺
、
ひ

と
ご
と
じ
ゃ
な
い
！
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
電
話
で
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ

た
」、「
今
す
ぐ
お
金
が
必
要
だ
」

と
い
う
内
容
で
あ
れ
ば
、
特
殊

詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

②
家
族
で
合
言
葉
を
決
め
る
な

ど
、
特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て

事
前
に
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

③
電
話
機
の
留
守
番
機
能
や
相
手

先
の
番
号
が
出
る
機
能
を
活
用

し
、
知
ら
な
い
番
号
や
非
通
知

に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
事
前
に
で
き
る
対
策
で
特
殊
詐

欺
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

特殊
詐欺

中
野
市
総
合
防
災
訓
練

　
9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
、
中
野
市
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
※

１
）
に
よ
る
訓
練
放
送
を
行
う
ほ

か
緊
急
車
両
な
ど
が
訓
練
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
通
行
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
日
　
9
月
1
日
㈫

時
間
　
午
前
9
時
か
ら

会
場
　
科
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
家
庭
に
お
い
て
も
、
災
害
に
備

え
、
日
ご
ろ
か
ら
非
常
用
備
品
な

ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
・

２
８
６
）

防災

　なお、訓練配信ですので、実際に行動して
いただく必要はありません。

　期日　9月 1日㈫
　時間　午前 9時ごろ

※都合の悪い方は、メール受信設定をＯＦＦ
にするか、あらかじめ電源をお切りくださ
い。（マナーモード設定中でも鳴動します。）

　「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」
の
指
定
に
係

る
住
民
説
明
会
を
、
指
定
予
定
区

域
に
関
係
す
る
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

緊急速報メールによる
避難勧告の訓練配信を行います

（※１）【緊急速報メールとは】
　㈱ＮＴＴドコモ提供の「エリアメール」、
ＫＤＤＩ㈱とソフトバンクモバイル㈱が提供
する「緊急速報メール」のことです。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

に
係
る
住
民
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す

▲昨年度の様子

開
催
場
所
と
日
時
（
開
始
時
間
は

各
場
所
と
も
午
後
７
時
か
ら
）

・
草
間
公
会
堂
　
　
８
月
６
日
㈭

・
七
瀬
公
会
堂
　
　
８
月
７
日
㈮

・
大
熊
区
公
民
館
　
８
月
10
日
㈪

・
新
野
公
民
館
　
　
８
月
11
日
㈫

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
12
日
㈬

・
梨
久
保
集
会
所
　
８
月
18
日
㈫

・
南
永
江
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
19
日
㈬

・
上
今
井
公
民
館
　
８
月
20
日
㈭

・
豊
田
支
所
大
会
議
室
　

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
21
日
㈮

※
広
報
８
月
号
発
行
日
以
降
の
開

催
場
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
な
か
の
7
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
信
建
設
事
務
所
整
備
課

☎
�
０
７
９
３

　中野市総合防災訓練におい
て、緊急速報メールの訓練配
信（避難指示）を行います。
　当日は、配信時間内に配信
エリア内にある携帯電話・ス
マートホンなどが鳴動します。
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福祉
　「
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ま
い
さ

ぽ
中
野
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
よ
り

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
相
談
窓
口
、

情
報
と
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
機
関
で

す
。

〇
自
立
相
談
支
援

　
相
談
者
一
人
一
人
の
生
活
の
悩
み
や
困

難
を
聞
き
、
自
立
と
解
決
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

〇
住
宅
確
保
給
付
金

　
離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、
失
う

お
そ
れ
が
高
い
方
に
、
再
就
職
に
向
け

た
支
援
と
、
一
定
期
間
の
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

〇
就
労
準
備
支
援

　
３９
歳
以
下
で
、
対
人
関
係
や
仕
事
に
対

す
る
不
安
で
仕
事
が
続
か
な
い
、
働
く

の
が
怖
い
と
い
っ
た
方
を
対
象
に
一
般

就
労
へ
向
け
た
就
労
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

〇
子
ど
も
の
学
習
支
援

　
高
校
卒
業
資
格
が
な
い
、
生
活
に
困
窮

し
て
い
て
子
ど
も
の
学
習
や
居
場
所
に

困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
方
に
学
習
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

〇
一
時
生
活
支
援

　
住
居
を
な
く
し
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

方
に
、
一
定
期
間
、
宿
泊
場
所
を
提
供

し
ま
す
。

生
活
困こ

ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
の
相
談
窓
口

ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
の
？

　
自
立
相
談
支
援
は
、
ど
な
た
で
も
相
談

可
能
で
す
。
な
お
、
住
宅
確
保
給
付
金
、

就
労
準
備
支
援
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
、

一
時
生
活
支
援
は
、
収
入
や
預
貯
金
な
ど

の
一
定
条
件
が
あ
り
ま
す
。

誰
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
？

　
市
役
所
本
庁
舎
一
階
の
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。「
ま
い
さ
ぽ

中
野
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い
看

板
が
目
印
で
す
。

ま
い
さ
ぽ
中
野
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

い
つ
相
談
で
き
る
の
？

　
平
日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

１５
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ

ら
か
じ
め
お
電
話
を
い
た
だ
け
る
と
待
ち

時
間
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
い
さ
ぽ
中
野
へ
行
け
な
い
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
ま
い
さ
ぽ
中
野
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
員
が
ご
自
宅
へ
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

ま
い
さ
ぽ
中
野（
福
祉
課
厚
生
保
護
係
内
）

☎
�
０
２
２
１

ま
い
さ
ぽ
中
野

　
心
の
病
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
病
気
な
の

か
、
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
か
、
治
療
法
な

ど
を
知
り
、
日
頃
の
悩
み
も
相
談
で
き
る

良
い
機
会
で
す
。

　
ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
講
師
の
先

生
を
囲
ん
で
の
茶
話
会
も
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　「
心
の
病
の
理
解
と
家
族
の
対

応
」

講
師
　
小
諸
高
原
病
院
精
神
科
医
　
福ふ

け家

知と
も
の
り則

さ
ん

日
時
　
９
月
３
日
㈭

〇
講
演
会
　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

〇
茶
話
会
　
午
後
２
時
4０
分
～
４
時

※
講
演
会
の
み
の
出
席
も
可
能
で
す
。

会
場
　
飯
山
庁
舎
３
階
大
会
議
室
（
飯
山

市
静
間
１
３
４
０
の
１
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
８
月
24
日
㈪

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
５
）

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
課

☎
０
２
６
９
�
６
１
０
４

北
信
圏
域
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
�
３
５
２
５

開催

家
族
研
修
会

問い合わせ先
政策情報課政策推進係
☎（２２）２１１１（内線２１６）

地域活動助成事業で
備品を整備しました

　厚貝区では、宝くじの社会貢献広報事業として
実施している、公益財団法人長野県市町村振興協
会の「地域活動助成事業」を活用し、折りたたみ
テーブルなどを整備しました。
　折りたたみテー
ブルなどの整備に
より、幅広い世代
の区民が行事に参
加でき、世代間交
流も深まり、コ
ミュニティ活動の
一層の推進が図ら
れます。

▲厚貝区で整備した
折りたたみテーブル

事業内容 折りたたみテーブル、折りたたみ椅
子、座卓、ワイヤレスアンプなど

～
心
の
病
を
理
解
す
る
～
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募集
　
中
野
市
の
魅
力
で
あ
る
農
畜
産
物
お
よ

び
農
産
加
工
品
な
ど
と
と
も
に
歴
史
や
文

化
、
風
土
を
紹
介
す
る
産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ

事
業
と
し
て
「
信
州
な
か
の
フ
ェ
ア
in
横

浜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
生
産
者
が
消
費
者
に
、
直
に
商
品
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
発
信
す
る
重
要
な

企
画
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
お
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
期
日
　
10
月
29
日
㈭

〇
時
間
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時（
予
定
）

〇
会
場
　
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ホ
ー
ル
（
神
奈

川
県
横
浜
市
）

〇
申
込
期
限
　
９
月
25
日
㈮

※
出
展
申
込
書
は
、
売
れ
る
農
業
推
進
室

に
あ
る
ほ
か
、
売
れ
る
農
業
推
進
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

信
州
な
か
の
フ
ェ
ア
in
横
浜
の
出
展
者

　
市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
取
り
そ
ろ

え
た
「
秋
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
」
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る

商
品
を
募
集
し
ま
す
。
　

募
集
商
品
　
中
野
市
産
農
産
物
お
よ
び
市

内
で
製
造
・
加
工
さ
れ
た
食
品
や
特
産
品

な
ど
で
、
贈
答
用
と
し
て
宅
配
が
可
能
な

も
の
。

応
募
期
限
　
８
月
19
日
㈬

提
出
書
類
　
商
品
企
画
書
（
様
式
あ
り
）、

商
品
写
真
、
契
約
書

掲
載
料
　
１
枠
３
千
円
、
２
枠
５
千
５
百

円
、
３
枠
８
千
円
、
４
枠
（
１
ペ
ー
ジ
）

１
万
円
（
１
枠
で
最
大
３
品
掲
載
可
能
）

手
数
料
　
１
個
に
つ
き
商
品
価
格
の
５
％

発
行
部
数
　
４
万
８
千
部
（
中
野
市
お
よ

び
北
茨
城
市
・
大
分
県
竹
田
市
全
戸
配
布
、

ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
Ｄ
Ｍ
な
ど
）

発
行
時
期
　
10
月
上
旬

応
募
先
　
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

☎
�
５
５
８
１

秋
冬
ギ
フ
ト
掲
載
商
品

募集

昨年度の様子

　
北
茨
城
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年

を
記
念
し
、「
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
１
泊
２
日
で
実
施
し
ま
す
。

〇
期
日
　
10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰

〇
行
き
先
　
茨
城
県
北
茨
城
市

〇
宿
泊
先
　
磯
原
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

※
ホ
テ
ル
は
１
部
屋
４
人
利
用（
相
部
屋
）

〇
主
な
見
学
場
所
　
①
漁
業
歴
史
資
料
館

「
よ
う
・
そ
ろ
ー
」、
②
五
浦
海
岸
「
六

角
堂
」、
③
野
口
雨
情
記
念
館
、
④
雨

情
の
里
　
港
ま
つ
り
　

〇
募
集
人
員
　
８0
人
（
定
員
を
超
え
る
申

し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
を
実
施
）

〇
参
加
費
用
　
大
人
１
万
７
千
円
、
子
ど

も (

小
学
生
以
下)

１
万
４
千
円

※
参
加
費
用
に
は
、宿
泊
費（
１
泊
２
食
）、

交
通
費
、
１
日
目
の
昼
食
代
、
入
場
料
、

保
険
代
を
含
み
ま
す
が
、
そ
の
他
経
費

は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

〇
申
込
方
法
　
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
事
務

局
へ
参
加
費
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
）

〇
主
催
　
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念

「
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

実
行
委
員
会

〇
旅
行
取
扱
い
業
者
　
ア
ル
ピ
コ
長
野
ト

ラ
ベ
ル
株
式
会
社

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

「
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
事

務
局
（
営
業
推
進
課
観
光
交
流
係
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

募集

～
姉
妹
都
市
提
携
3５
周
年
記
念
～

雨
情
の
里 

港
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

▲北茨城市
観光ナビゲーター
「あんちゃん」

　「
中
野
市
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤

廃
及
び
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、「
人
権
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
市
民
の

人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
の
変
化
や
、
市

の
人
権
啓
発
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
把

握
し
、
今
後
の
人
権
教
育
・
啓
発
施
策
を

推
進
す
る
上
で
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

〇
対
象
者
　
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
1８
歳

以
上
の
住
民

〇
調
査
期
間
　
８
月
下
旬
か
ら
９
月
中
旬

ま
で
の
間
で
実
施

問
い
合
わ
せ
先

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
調
整
係
（
人
権

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

人
権
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
に

人権

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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市
民
霊
園
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
す
る
聖
地

・
所
在
地
　
片
塩
１
０
０
０
番
地

・
聖
地
数
　
１
聖
地

・
聖
地
位
置
　
Ｃ
区
域
２
１
７
番

〇
使
用
料
な
ど

・
使
用
料
　
50
万
円

・
管
理
料
　
年
額
３
千
円

〇
募
集
期
限
　
８
月
24
日
㈪

〇
使
用
者
の
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
方

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
（
許
可

後
、
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
を
含
む
）

は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
を
、
使

用
者
に
代
わ
っ
て
聖
地
の
維
持
管
理
を

行
う
代
理
人
と
し
て
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〇
応
募
方
法
　
環
境
課
に
設
置
し
て
あ
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

押
印
の
上
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〇
公
開
抽
選
　
応
募
者
多
数
の
場
合
、
公

開
抽
選
に
よ
り
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

・
日
時
　
８
月
31
日
㈪
　
午
後
２
時
30
分

・
場
所
　
市
民
会
館
45
号
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
５
８
）

中
野
市
民
霊
園

募集

の
使
用
者

　
国
の
地
域
住
民
生
活
等
活
性
化
事
業
に

よ
る
女
性
を
対
象
と
し
た
就
職
支
援
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
子
育
て
な
ど
に
よ
り
離

職
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方
、
パ
ソ
コ

ン
の
資
格
取
得
に
よ
り
就
職
を
希
望
す
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
期
間
　
９
月
２
日
㈬
～
11
月
24
日
㈫

会
場
　
中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
無
料
の
託
児
所
を
設
置
し
ま
す
）

募
集
期
限
　
８
月
25
日
㈫

受
講
対
象
者
　
45
歳
未
満
の
女
性

募
集
定
員
　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
締
め
切
り

講
座
内
容

①
税
制
度
、
保
育
所
入
所
な
ど
に
関
す
る

学
習
会

②
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業
訓
練

③
パ
ソ
コ
ン
資
格
の
取
得

④
就
労
支
援
講
座

※
講
座
は
、
初
日
と
最
終
日
以
外
、
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で

受
講
料
　
２
万
５
千
円

就
職
先
に
対
す
る
助
成
　
規
程
に
基
づ

き
、
講
座
修
了
者
を
雇
用
し
た
市
内
企
業

に
補
助
金
交
付
の
予
定

共
催
　
中
野
市
、
北
信
州
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

北
信
州
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
�
３
０
０
５

募集

女
性
の
た
め
の

就
職
支
援
講
座

道路

　
土
地
の
所
有
者
に
は
民
法
の
規
定
に
よ

り
、
所
有
地
内
に
存
在
す
る
樹
木
な
ど
を

適
切
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
樹

木
な
ど
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
こ
と

が
原
因
で
車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
は
、
所
有
者
の
管
理
責
任
が
問

わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
賠
償
請
求
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
な
ど
緊
急
性
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
市
で
は
枝
の
伐
採
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
で
伐
採
な
ど
が
で
き
な
い
場
合

は
、
造
園
業
者
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

道
路
へ
の
枝
の
「
は
み
出
し
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

伐
採
し
た
枝
な
ど
に
つ
い
て

　
伐
採
し
た
枝
な
ど
は
、
全
戸
に
配
布
し

た
「
ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
・
出
し

方
」
に
基
づ
い
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
直
径
12
㌢
以
下
の
も
の
を
幅
50
㌢
、
直

径
30
㌢
ぐ
ら
い
に
束
ね
、
ひ
も
で
し
っ

か
り
縛
り
、
45
円
の
証
紙
シ
ー
ル
を
一

束
に
つ
き
１
枚
ず
つ
貼
る
。

　
な
お
、
野
外
焼
却
は
行
わ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課
監
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

土
地
の
所
有
者
の
方
へ

× ○
　道　路　　民地　 　民地　

　
植
物
が
繁
茂
す
る
季
節
を
迎
え
て
い
ま

す
。
お
宅
の
敷
地
の
樹
木
や
生
垣
な
ど
が

道
路
上
に
〝
は
み
出
て
〟
い
ま
せ
ん
か
。

　
車
道
や
歩
道
に
〝
は
み
出
し
た
〟
樹
木

の
枝
は
、
見
通
し
を
悪
く
す
る
ほ
か
、
通

行
の
障
害
に
な
る
な
ど
、
安
全
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
樹
木
の
所
有
者
は
、
道
路
に
樹
木
が
は

み
出
な
い
よ
う
、
剪せ

ん
て
い定

や
移
植
、
伐
採
な

ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　市では、公の施設の管理に民間企業などの技術や知識を活用し、市民サービスの向上と経費の節減を図
ることを目的に、指定管理者を募集します。

〇募集施設、施設の所在地、指定管理期間　下表のとおり
○募集期限　８月 ２８ 日㈮
○募集要項　施設所管課で配布するほか、市公式ホームページに掲載しています。

募集 公の施設にかかる指定管理者の候補者

問い合わせ先
■募集に関すること　上表の施設所管課
■指定管理者制度に関すること　政策情報課行政管理係　☎（２２）２１１１（内線４０１）

№ 施設名称 所在地 指定管理期間 施設所管課

１ 中野市さんさん館 西条 70 番地１ 平成 28 年４月１日～
平成 31 年３月 31 日（３年間）

高齢者支援課
長寿福祉係
（内線２４３）

２ 中野市民体育館ほか
17 施設

一本木 590 番地１
ほか

平成 28 年４月１日～
平成 33 年３月 31 日（５年間）

文化スポーツ振興課
施設管理係
（内線３９５）

３ 一本木公園 一本木 495 番地６ 平成 28 年４月 1日～
平成 33 年３月 31 日（５年間）

都市計画課
街路公園係
（内線２７０）

▼募集施設一覧

　
市
で
は
、
第
６
期
中
野
市
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２８
年
度
に
開
設

を
希
望
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
や
継
続
性
の
確
保
、
さ
ら
に
は
事

業
者
の
選
定
に
公
正
性
と
公
平
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、公
募
方
式
で
行
い
ま
す
。

　
事
業
者
募
集
要
領
を
確
認
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

〇
サ
ー
ビ
ス
種
類
　
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
（
介
護
予
防
含
む
）

〇
施
設
数
　
１
施
設

〇
定
員
　
９
人

募
集
期
間
　
８
月
１０
日
㈪
～
１０
月
１６
日
㈮

提
出
書
類
　「
中
野
市
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
応
募
申
込
書
」
ほ
か
（
募
集

要
領
お
よ
び
様
式
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

募集
　
本
市
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
が
多

く
、
そ
の
中
で
も
肺
が
ん
は
、
男
性
の
が

ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
す
。

　
肺
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、

検
診
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
現
在
、
胸
部
ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
積
極
的
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

〇
平
成
２８
年
３
月
3１
日
時
点
で
の
年
齢
が

4０
歳
、
43
歳
、
4６
歳
、
49
歳
、
5２
歳
、

55
歳
、
5８
歳
、
６１
歳
、
６4
歳
の
方

〇
今
年
度
、
市
や
職
場
な
ど
で
の
結
核
・

肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

受
診
料
　
３
千
円

実
施
日
　
１０
月
１9
日
㈪
、
２3
日
㈮

申
込
期
限
　
８
月
２１
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

胸
部
ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
検
診

健康
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１
日
に
塩
分
を
ど
れ
く
ら
い
摂
っ

て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
食
事
の
中
で
食
塩
が
形
と
し
て

み
え
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
が
ど
の
く
ら
い
塩

分
を
摂
取
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、

健
康
管
理
に
役
立
て
る
た
め
、
尿

中
塩
分
検
査
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
尿
中
塩
分
検
査
は
、
24
時
間
分

の
尿
を
貯
め
、
尿
の
中
に
排
出
さ

れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
を
測
る
こ
と

で
、
摂
取
し
て
い
る
塩
分
の
量
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
検
査

キ
ッ
ト
を
お
渡
し

し
、
方
法
を
説
明

し
ま
す
の
で
、
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
豊
田
支
所

ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

〇
申
込
期
限
　
８
月
２８
日
㈮

〇
尿
提
出
日
　
８
月
２4
日
㈪
・
3１

日
㈪
、
９
月
１
日
㈫

※
ご
都
合
の
つ
く
提
出
日
に
、
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
豊
田

支
所
ま
で
尿
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

〇
受
付
時
間
　
午
前
８
時
3０
分
～

午
後
５
時
１5
分 尿

中
塩
分
検
査
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

健康

　
本
市
の
健
康
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
１０
年
間
の
変
化
を

追
っ
た
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

・
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧

や
胃
が
ん
に
な
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

・
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
、
腎
不
全
な
ど
、

命
に
関
わ
る
病
気
を
招
く
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

　問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係
（
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

▲「塩分を控えている」と回答された方の
割合が、10年前と比べ11％低下しています。

塩
分
摂
取
が
多
す
ぎ
る
と

な
ぜ
よ
く
な
い
の
？

検査キット

調査項目 前回 今回
塩分を控えめにしている 67％ 56％
朝食は必ずとるようにしている 84％ 83％
できるだけ手作りを心がけている 70% 68％
間食・夜食を控えるようにして
いる 47％ 44％

カロリーの摂りすぎに気をつけて
いる 51％ 52％

糖分を控えめにしている 51％ 42％

　
平
成
２６
年
8
月
、
約
7０
年
ぶ
り

に
国
内
で
デ
ン
グ
熱
の
感
染
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
デ
ン
グ
熱
は
ヒ
ト
ス
ジ
シ

マ
カ
を
介
し
て
感
染
す
る
も
の
で
、

人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

蚊
の
発
生
を
抑
え
ま
し
ょ
う
！

〇
水
た
ま
り
を
作
ら
な
い

　
蚊
は
わ
ず
か
な
水
た
ま
り
に
で

も
卵
を
産
み
ま
す
。
植
木
鉢
の

た
ま
り
水
を
捨
て
た
り
、
雨
水

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
容
器
類
は

下
を
向
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
定
期
的
に
草
刈
り
を

　
蚊
は
、
草
む
ら
や
葉
の
裏
に
潜

ん
で
い
ま
す
。
蚊
の
す
み
や
す

い
場
所
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

〇
殺
虫
剤
の
使
用

　
殺
虫
剤
に
よ
る
駆
除
は
そ
の
場

限
り
の
対
策
で
蚊
の
発
生
を
抑

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
す
る
際
は
使
用
方
法
を
守

り
、
必
要
最
小
限
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

〇
家
の
中
で
の
対
策

　
外
の
空
気
を
入
れ
る
と
き
は
網

戸
で
蚊
の
進
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
蚊
取
り
線
香
な
ど
も
有
効

で
す
。

〇
家
の
外
で
の
対
策

　
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
、
長
袖

長
ズ
ボ
ン
の
着
用
を
心
掛
け
、

露
出
部
分
に
は
虫
よ
け
剤
を

塗
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
活
動
時
期

は
5
月
中
旬
～
１０
月
下
旬
頃
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
に
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係
（
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

蚊
に
よ
る
感
染
症
を
予
防
し
よ
う

健康

　本格的な夏が到来し、露出のある服を着る
機会も多い時期となりました。今回は、気に
なる「二の腕を引き締める」健康体操を紹介
します。日常の少しの時間を有効に使い、二
の腕のたるみを解消しましょう。

日常のほんの少しの時間で！

①水などを入れた 500ml のペットボト
ルを用意します。

②背中をまっすぐに伸ばし、片手を膝に
置きます。肘は背中よりも高い位置で
直角に曲げます。

③脇を締めた状態で、２～３秒かけて肘
を伸ばしていきます。このときに二の
腕を意識し、肘の位置を変えないよう
に注意しましょう。

※片腕 10 回２セットを目安に、週に２
日程度から始めましょう。

※監修 フィットネスクラブ  エフバイエー中野 健康運動指導士

元気もりもり！
　　　　　健康体操健康

【ポイント】

～振りそで解消！二の腕キュッ！！～
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高齢者のみ世帯向けサービスを紹介します高齢者

問い合わせ先　高齢者支援課長寿福祉係　☎（２２）２１１１（内線２４３）

サービス名 内容 対象 備考
①火災警報器等
　給付

火災警報器のほか、自動消火器、電
磁調理器を給付します。

65 歳以上の独り暮らし
の方（所得制限あり）

申請は、民生児童委員経
由で高齢者支援課へ

②緊急通報装置
　貸与

万一の場合に備え、市が契約する委
託業者を通じ、消防署や駆けつけ協
力員へ緊急通報ができます。
また、24 時間「人の動きがない」
と通報が入る安否確認センサーも設
置します。

65 歳以上の独り暮らし
の方（所得制限あり）

申請は、民生児童委員経
由で高齢者支援課へ

③通院費等助成 通院・買い物など外出時に利用した
タクシー料金の一部を助成します。

70 歳以上高齢者のみの
世帯（所得制限あり）

申請は、直接高齢者支援
課へ

④救急医療情報
　カード整備

万一の場合に備え、マグネット式緊
急連絡先カードを配布します。

65 歳以上高齢者のみの
世帯

台帳（※参照）登録後に
送付します

⑤看護師による
　訪問相談

訪問看護師が定期的に訪問し、体調
の確認や相談を行います。

65 歳以上高齢者のみの
世帯

台帳（※参照）登録者宅
へ順次訪問します

⑥配食サービス
定期的な夕食の配食と安否確認を行
います。食事代金は実費で、配達・
安否確認料は市が負担します。

65 歳以上のみの調理が
困難な世帯

管理栄養士による事前調
査後に決定

⑦資源物等排出
　支援

新聞紙・段ボール・びんなどの資源
物の運搬が困難な世帯を対象に、玄
関先まで回収に伺います。

65 歳以上高齢者のみの
世帯ほか

書類審査などにより決定
【問い合わせ先：環境課
衛生係（内線２４５）】

⑧雪害対策除雪
　費用補助

積雪による住居の倒壊や損傷を防ぐ
ため、雪下ろし費用の一部を補助し
ます。

65 歳以上高齢者のみの
世帯ほか
（所得制限あり）

申請は、民生児童委員経
由で福祉課へ
【問い合わせ先：福祉課厚
生保護係（内線２５５）】

　市では、高齢者のみで暮らしている方の在宅生活の維持向上を支援するため、各種サービスを実施して
います。実施している各種サービスを紹介します。

※①～⑤のサービスをご希望される方は、高齢者支援課の「独り暮らし高齢者台帳」または、「高齢者の
み世帯台帳」に登録していただく必要があります。台帳登録に関しご不明な点は、お問い合わせください。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が

切
れ
た
後
に
作
ら
れ
た
薬
（
後
発

医
薬
品
）
の
こ
と
で
す
。
先
発
医

薬
品
と
同
じ
主
成
分
を
使
い
、
効

き
目
や
安
全
性
が
先
発
医
薬
品
と

同
等
で
あ
る
と
国
か
ら
承
認
さ

れ
、
安
価
で
発
売
さ
れ
て
い
る
薬

で
す
。
３
割
か
ら
５
割
以
上
安
く

な
る
薬
も
あ
り
、
薬
代
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
医
療
費
負
担
の
軽
減

と
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
よ
く
わ
か
る
国

保
の
し
く
み
」
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
掲
載
す
る

な
ど
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
心
が

け
、
定
期
的
に
健
診
（
特
定
健
診

な
ど
）を
受
け
る
と
と
も
に
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用

差
額
通
知
」
は
、
薬
局
や
病
院
で

薬
を
も
ら
っ
て
い
る
方
が
、
服
用

し
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
薬
代

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か

医療差
額
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

の
一
部
負
担
額
が
ど
の
く
ら
い
軽

減
で
き
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。

　
市
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
加
入
の
次
の
方
に
差
額

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
通
知
対
象
者

後
発
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場

合
、
一
部
負
担
額
の
差
額
が

３
０
０
円
以
上
と
な
る
方

○
通
知
の
対
象
と
な
る
医
薬
品

生
活
習
慣
病
や
慢
性
疾
患
（
ぜ

ん
そ
く
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
）
へ

の
効
能
を
持
つ
医
薬
品

○
通
知
送
付
月
（
年
２
回
）

《
１
回
目
》
８
月
上
旬
（
４
月

調
剤
分
）

《
２
回
目
》
２
月
上
旬
（
10
月

調
剤
分
）

※
お
受
け
取
り
に
な
っ
た
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

書
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
通
知

書
に
記
載
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
４
）
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池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol．２4

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方

針
が
安
倍
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ
、
全

国
で
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
取

り
掛
か
っ
て
い
る
。
日
本
の
総
人
口
は

２
０
０
８
年
の
１
億
２
８
０
８
万
人
を

ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
。

加
え
て
、
人
口
構
成
も
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
社
会
の
活
力
を
如
何
に
維
持
し
て
い

く
か
が
、
国
と
地
方
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
社

会
福
祉
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た

変
化
を
感
覚
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

客
観
的
統
計
デ
ー
タ
で
現
状
を
把
握
し
、

将
来
見
通
し
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　
戦
後
の
高
度
成
長
や
経
済
社
会
の
発
展

は
、
人
口
増
加
と
都
市
へ
の
人
口
集
中
に

支
え
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
今
日
、
人

口
減
少
社
会
へ
変
化
す
る
な
か
で
、
私
た

ち
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
経
営
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
こ
う
し

た
変
化
に
対
応
し
、
地
方
公
共
団
体
が
自

主
性
・
主
体
性
を
最
大
限
発
揮
し
、
地
方

創
生
に
取
り
組
み
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
施
策
を
可
能
と
す
る
観
点
か

ら
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

１
兆
円
を
計
上
し
、
そ
の
う
ち
人
口
減
少

等
特
別
対
策
事
業
費
に
６
０
０
０
億
円
程

度
を
充
て
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
あ
り
よ
う
は
、
翻
っ

て
考
え
て
み
る
と
、
今
、
地
方
に
一
番
必

要
な
の
は
、
行
動
す
る
力
で
あ
り
人
で
あ

る
と
思
う
。
素
晴
ら
し
い
施
策
や
ア
イ
デ

ア
を
着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
仕
上

げ
、
目
標
達
成
に
向
け
て
中
心
的
に
行
動

し
て
く
れ
る
人
材
の
育
成
や
確
保
が
大
切

だ
と
考
え
る
。

　
私
た
ち
の
郷
土
中
野
市
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
な
か
、
古
く
か
ら
こ
の
地
域
の

中
心
的
存
在
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、

こ
う
し
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
そ
の
発
展
を

支
え
る
人
材
が
息
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
施
策

展
開
の
た
め
に
も
、
政
府
の
言
う
創
生
項

目
「
ひ
と
＝
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊
か

で
多
様
な
人
材
の
確
保
」
が
最
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
」
と

の
言
葉
通
り
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
こ

れ
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
象
で

あ
り
、
息
の
長
い
も
の
と
肝
に
銘
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
創
生
と
中
野
市

No.13

○
自
己
紹
介

　
大
学
卒
業
後
、
東
京
電
力
に
就
職
し
て

い
ま
し
た
が
、長
男
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

20
代
半
ば
で
実
家
に
戻
っ
て
教
員
に
な
り

ま
し
た
。
中
野
市
関
連
で
は
、
平
野
小
学

校
、
中
野
小
学
校
、
豊
田
中
学
校
に
お
世

話
に
な
り
、
楽
し
い
教
員
生
活
を
送
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
受
け
持
っ
た
教
え
子
は
も
う
70

歳
を
超
え
、
同
級
会
で
話
を
し
て
も
、
教

師
と
生
徒
の
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
昔
か

ら
の
な
じ
み
の
友
人
の
よ
う
で
、
大
き
な

財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
50
代
後
半
の
時
に
た
ま
た
ま
見

た
山
野
草
展
が
き
っ
か
け
で
興
味
を
持

ち
、
山
野
草
の
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
に
入
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以
上
、
鉢
植
え

や
植
え
替
え
、
手
入
れ
の
方
法
な
ど
を
仲

間
と
情
報
交
換
し

な
が
ら
山
野
草
を

育
て
て
い
ま
す
。

　
山
野
草
の
中
に

は
、
高
山
植
物
系

の
〝
高
級
品
”
も

あ
る
の
で
す
が
、

低
地
で
育
て
よ
う

と
し
て
も
、
気
候

が
異
な
る
た
め
か
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。

山
野
草
も
適
材
適
所
で
、
あ
る
べ
き
場
所

に
い
な
い
と
だ
め
な
ん
だ
な
と
、
人
間
に

も
通
じ
る
部
分
を
感
じ
て
い
ま
す
。
会
員

の
高
齢
化
で
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
解
散
し
て

し
ま
っ
た
の
が
残
念
で
す
が
、
増
え
た
山

野
草
を
交
換
し
合
っ
た
り
、
今
で
も
仲
間

と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
元
気
の
秘
訣

　
原
発
や
国
会
、
外
交
問
題
な
ど
社
会
情

勢
に
関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
自
然

と
湧
き
出
る
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
大
切
に

し
、
頭
と
心
を
活
発
に
使
っ
て
い
る
こ
と

が
元
気
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　○
お
ら
ほ
の
自
慢

　
日
本
中
で
歌
わ
れ
て
い
る
唱
歌
「
故

郷
」
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
の
地
が
誇
り

で
す
。
今
後
は
さ
ら
に
、
高
野
辰
之
先
生

を
し
の
ぶ
作
詞
コ
ン
ク
ー
ル
の
よ
う
な
発

展
的
な
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪

▲山野草を手入れする遠山さん

遠
と お や ま

山 茂
し げ じ

治 （北永江） さん

健
康
長
寿
の
ま
ち 

中
野
市

今い

ま

い井
多た

え

こ

惠
子
さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介
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８・９月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

夏の虫刺されにご用心！

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）２111（ 内線 ２4２）

　夏になり、花火大会やキャンプなど屋外で過
ごす機会も多くなりますが、そんなときに気を
付けたいのが虫刺されです。
　今回は、ハチや蚊、毛虫など虫に刺されたと
きの対処法について紹介します。

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

　お気軽にお出掛けください。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
市公式ホームページをご覧いただくか、各子育て支援
センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 30 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　　☎（３８）１６３８　㊡日・水・祝日

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

９月３日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「秋の遠足」
行先はミステリー！

９月１０日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「さくらんぼ広場」
お店でお買いもの！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

８月２１日㈮
午前 １０ 時～

「栄養相談・講座」
食の悩みを解決しましょう！

９月３日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「松川保育園へ行こう！」
要予約：先着親子 ３０ 組

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

８月２８日㈮
午前 １０ 時 ３０ 分～

「げんきっこ」紙粘土遊び
西部公民館へ集合

９月１１日㈮
午前 １０ 時 ３０ 分～

「げんきっこ」新聞工作
講師：佐藤いずみさん

①蚊に刺されてしまったら
　市販の虫刺され用の薬を塗り、ぬらしたタ
オルや氷で患部を冷やしましょう。治るまで
の間は、患部をかかないように注意しましょう。

②ハチに刺されてしまったら
　針が刺さっていたら、毛抜きなどで
抜いてください。口で毒を吸うのは、
体内に毒が入ってしまうためやめましょう。
ハチの毒は水に弱いので、患部を流水でよく
洗って冷やします。スズメバチなどの大きな
ハチに刺されると、アナフィラキシーショッ
クなど重篤なアレルギー反応を起こす場合が
あるので、すぐに病院へ行きましょう。

③毛虫の毒毛に触れてしまったら
　毛虫は体の周りの毛に毒があり、触れると
発疹が出てかゆくなります。毛虫に触れてし
まったら、こすらずにガムテープなどで毛を
取り除き、流水で患部を流してください。腫
れが引かない場合は皮膚科を受診しましょう。

食中毒予防に心掛けましょう 　高温多湿な夏場は、細菌による食中毒が多く発生する
時期です。家庭でできる次の６つのポイントに注意し、
細菌を「つけない」「増やさない」、しっかり加熱で「やっ
つける」を心掛け、食中毒を防ぎましょう。 健康づくり課 ( 中野保健

センター内 )　☎（２２）２111（ 内線 ２4２）
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◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-３111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎2３-2255

保健だより

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、おたずね票、
　　　　オムツ、バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ８月25日㈫ 27年４月生

７ か 月
児　健   診 ８月26日㈬ 26年12月生

１ 歳６か月
児　健  診 ８月28日㈮ 26年１月生

２歳児健診 ８月24日㈪ 25年７月生

３歳児健診 ８月27日㈭ 24年７月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査

講座・相談
日　程

予防接種など

電話健康相談所　　☎2３ ‐ ０３００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　　☎2３ ‐ 48１０　　午前９時～午後5時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　　☎2３ ‐ ３１9１　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　午後７時～ 11 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０26‐2１9‐24１３

健（検 ）診

ワクチン名 日程 予約先

四 種 混 合

８月10日㈪
９月11日㈮

健康づくり課
母子保健係

ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

Ｂ Ｃ Ｇ ９月９日㈬

日 本 脳 炎 ８月19日㈬
９月１日㈫

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

※３日前までに予約が必要です。

育　児　教　室
会場／中野保健センター

期日・時間 対象児・内容
8 月 2０ 日㈭
午前 10 時
～ 11 時 30 分

4～6か月児
赤ちゃん体操、離乳食
の話、試食

9 月 8 日 ㈫
午後１時 15 分
～３時 30 分

8～ 1０ か月児
む し 歯 予 防 と 顎 の 発
育、離乳食の話、試食

マタニティクラス

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日か
ら平成 19 年４月１日生まれの方は、
20 歳未満までの間、接種を受ける
ことができます。ご希望の方は、健
康づくり課へお問い合わせください。

日 本 脳 炎

特定・いきいき健診会場の変更

　都合により会場が変更となった日
程があります。ご確認のうえ、お出
掛けください。
期日／８月11日㈫

※なお、受付時間は変更ありません。

変更前 変更後

会 場 豊 田 保 健
セ ン タ ー

豊 田 文 化
セ ン タ ー

歯周疾患検診

　20歳・30歳・40歳・50歳・60歳および
70歳の方を対象に実施しています。
　対象者には受診票をお送りしてあり
ますので、希望する市内歯科医院に予
約の上、お早めに受診してください。
期間／12月30日㈬まで
受診料／60歳までの方は500円、70歳
　　　　以上の方および生活保護受
　　　　給世帯の方（受付で証明書を
　　　　提示のこと）は、無料となります。

健診結果相談会

　保健師・管理栄養士による健診結
果相談会を実施します。結果に要指
導・要医療の項目があった方は、ぜひ
お越しください。日程・会場などの詳細
については、健診結果のお知らせ通知
に同封しましたチラシをご覧ください。
持ち物／健診結果通知書（同封され
　　　　ているもの一式）

期日／９月３日㈭
時間／午前９時 30 分～ 11 時 30 分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　動ける服装
内容／出産・子育てについての制度
　　　とサービスの紹介、妊婦体操・
　　　ヨガ（一緒に体を動かしてみ
　　　ましょう）、お父さんの妊婦
　　　体験、個別相談
※３日前までに予約が必要です。

心の健康相談
　イライラ・不眠・人に会いたがら
ない・やる気が出ないなど、心に関
するさまざまな相談に個別で応じま
す。相談は無料で、予約制です。
　秘密は固くお守りします。お気軽
にご利用ください。
期日／９月11日㈮
時間／午後２時～４時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
対象者／悩みを持つ本人、家族など
※希望者は相談日の２日前までに健

康づくり課へお申し込みください。



夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

　７月 31 日、市営運動場において、中野市合併
10 周年記念「平成 27 年度夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会」が開催されました。
　本市では昭和 44 年、平成 12 年に続いて３回
目の開催であり、当日は子どもから大人まで約
1,６00 人の皆さんが参加しました。この様子はＮ
ＨＫラジオ第１放送で全国へ生中継され、参加さ
れた皆さんは、早朝のすがすがしい空気の中、の
びのびと元気よく体操をしていました。

街の話題やイベントを紹介します

　７月 28 日、市営野球場において、信濃グラン
セローズと福岡ソフトバンクホークス（３軍）の
交流戦が行われました。
　信濃は、三回に満塁本塁打を浴びるなど序盤は
苦しい展開が続きましたが、七回に２点を返すと、
九回には昨年のドラフト５位で入団したソフトバ
ンクの島

しまぶくろ

袋投手に対し、安打と２四球の１死満塁
からダイチ選手、宮

み や ざ わ

沢選手の連続適時打と涼
りょうけん

賢選
手の犠飛で同点とし、５－５で引き分けました。

信濃グランセローズ交流戦

越川優選手バレーボール教室
　７月 2６ 日、Ｖプレミアリーグ・ＪＴサンダーズ所属の越

こ し か わ

川優
ゆ う

選手らによるバレーボール教室が市民体
育館で開催され、市内外から中学生約 200 人が参加しました。当日は、越川選手のほか、同リーグで活躍
する松

ま つ も と

本慶
よ し ひ こ

彦選手、冨
ふ じ た

士田裕
ゆ う だ い

大選手、家
や た か

高七
な お こ

央子選手、山
や ま だ

田美
み か

花選手が、熱心な実技指導を行いました。
　また、午後には、越川選手らと中学生によるミニゲームが行われ、参加された皆さんは、国内トッププ
レーヤーの技術を間近で感じ、目を輝かせていました。
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　6月 28 日、第 11 回中野市消防団ポンプ操法お
よびラッパ吹奏大会を北信合同庁舎駐車場で開催
しました。これは、消防技術とラッパ吹奏技術の
向上および団員相互の団結と士気の高揚を図るこ
とを目的としたもので、当日は、市内の 11 分団
が出場し、日頃の訓練の成果を競いました。
　大会結果は、ポンプ車操法の部は第１分団東部、
小型ポンプ操法の部は第３分団、ラッパ吹奏の部
は第４分団がそれぞれ優勝しました。

消防団ポンプ操法およびラッパ吹奏大会

　７月 30 日、市人権センターにおいて、男女共
同参画セミナー「忙しいママのためのお片づけセ
ミナー」を開催しました。当日は、整理収納アド
バイザー１級などの資格を持つ宮

み や じ ま

嶋万
ま き よ

輝代さんを
講師に迎え、講義やワークショップを行いました。
　参加された皆さんは、宮嶋さんの分かりやすく
シンプルな片付け方から、子どもや家庭にイライ
ラしないで楽しく暮らすための整理収納のコツを
学んでいました。

男女共同参画セミナー

まちかどトピックス

　７月 2６ 日、夜間瀬川笠原大橋周辺で、「親子ふれあい魚つかみどり」を開催しました。
　当日は、照りつける強い日差しの中、市内の親子約 800 人が参加しました。ニジマスが放流されると、
子どもたちは一斉に川の中に飛び込み、全身ずぶぬれになりながら真剣な表情でニジマスを探していまし
た。友達や兄弟、親子で協力する姿も見られ、見事につかまえることができると、子どもたちは歓声をあ
げて喜んでいました。

親子ふれあい魚つかみどり

27 ２０１５．８広報なかの
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▼
お
知
ら
せ
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広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
そ
し
て

終
戦
か
ら
70
年
を
迎
え
ま
す
。

　
原
爆
や
戦
争
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
１
分

間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

期
日
・
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

８
月
９
日
㈰　
午
前
11
時
２
分

８
月
15
日
㈯　
正
午

原
爆
死
没
者
な
ど
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う

庶
務
課
庶
務
文
書
係
（
内
線
211
）

問

●
害
鳥
駆
除
（
カ
ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
ほ
か
）

実
施
日　

８
月
９
日
㈰
、
２３
日
㈰
、

３0
日
㈰

対
象
区
域　
市
内
農
地
周
辺

時
間　
日
の
出
か
ら
約
２
時
間

※
駆
除
実
施
中
は
銃
器
を
使
用
す
る
た
め

大
変
危
険
で
す
。
駆
除
時
間
中
は
、

対
象
区
域
に
近
づ
か
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

害
鳥
駆
除　
８
月
実
施
日
程

農
政
課
耕
地
林
務
係
（
内
線
251
）

問
ご
み
の
種
類

休
止
日

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
・
埋
立
ご
み

８
月
1３
日
㈭

金
属
類

８
月
1３
日
㈭
、
1４
日
㈮

※
金
属
類
・
埋
立
ゴ
ミ
は
収
集
振
替
日
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

お
盆
期
間
中
の

ご
み
収
集
休
止
日

環
境
課
衛
生
係
（
内
線
2４5
）

問

対
象　
水
稲
共
済
加
入
農
家
の
方
で
、
自

然
災
害
、
病
虫
害
な
ど
に
よ
り
耕
地
ご
と
に

３
割
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

被
害
調
査　
８
月
下
旬
か
ら
順
次
実
施

※
坪
刈
り
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法　
各
戸
配
布
の
損
害
通
知
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
北
信
農
業
共
済

組
合
、
農
政
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切　
９
月
７
日
㈪

北
信
農
業
共
済
組
合

☎
０
２
６（
２
１
９
）２
８
９
２

平
成
２７
年
産
水
稲
被
害
届
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

問

　

学
生
と
一
緒
に
受
講
す
る
機
会
と
し

て
、大
学
の
授
業
を
市
民
（
高
校
生
含
む
）

の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

開
講
期
間　
９
月
下
旬
～
平
成
２８
年
１
月

下
旬

受
講
料　
９
４
０
０
円
（
１
授
業
科
目
）

※
一
部
異
な
る
授
業
も
あ
り
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.shinshu-u.
ac.jp/general/extension-courses/

信
州
大
学　
市
民
開
放
授
業

信
州
大
学
学
務
部
学
務
課

☎
０
２
６
３
�
２
８
７
０

問

資源物の特別回収

問環境課衛生係（内線245）

８月９日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目 庭木の剪定枝、陶磁器

庭木の剪定枝…直径15cm以下のもの。剪定枝のチップは会場
に積み置きます。無料で配布していますので、ご自由にお持ちく
ださい。※草・根・廃材・果樹剪定枝は回収できません。
陶磁器…茶碗、皿、マグカップなどの食器類に限ります。※汚れ
たもの、陶器・磁器以外のものなどは回収できません。

資源物の特別回収・日曜回収

ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ

食用油…家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限る。
古着・古布…洗濯済みの衣類、靴（両足そろったもの）、ネクタイ、ベル
ト、バック、ぬいぐるみなど※汚れや臭いのあるものは回収できません。
びん・ペットボトルなど…月１回の資源物収集の分別方法と同様です。

８月23日㈰　午前10時～午後１時
場所　西友中野駅前店
回収品目　段ボール、新聞紙、雑誌、びん、
ペットボトル、食用油、古着・古布

資源物の日曜回収

★指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。

※
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
に
よ
る
被
害
届
の
戸

別
配
布
や
聞
き
取
り
に
よ
る
取
り
ま

と
め
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
ご

自
身
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　電気こたつ／軽トラック用ホイール４本／
キャスター付き収納ケース／女子学生服(※要相談)／
自転車タイヤ（２７インチ）／電子オルガン／陳列棚

譲ります

譲ってください　　　　　　　  　車いす／電気炊飯器／きね２本／
うす／流し台／着物帯（男性用）／浴衣（男の子
用）／２段ベッド

リサイクルかわらばん ７月３1日現在
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「
未み

ど

り

土
利
」
は
、
含
ま
れ
る
有
機
分
が

土
壌
改
良
に
役
立
ち
ま
す
。

販
売
日　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
８
月
1３
日

㈭
～
1６
日
㈰
、
祝
日
を
除
く
）

販
売
時
間　
午
前
９
時
３0
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場（
ナ
ピ
ア
平

岡　
笠
原
５
８
０
番
地）

価
格
　
１
袋（

15
㎏）

２
５
０
円

※
売
り
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

※
８
月
は
、
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

の
販
売
を
行
い
ま
せ
ん
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

汚
泥
発
酵
肥
料
「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
監
理
係
（
内
線
28０
）

問

　

建
退
共
制
度
は
、
現
場
労
働
者
の
福
祉

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
け
金　
日
額
３
１
０
円

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
退
共
長
野

県
支
部　
☎
０
２
６（
２
２
８
）７
２
０
０

問

　
長
野
県
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
お

お
む
ね
２0
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象

に
、
選
択
し
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
や

県
の
施
策
に
つ
い
て
、
県
の
職
員
が
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

時
間
　
１
～
２
時
間
程
度
（
要
相
談
）

費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.pref.
nagano.lg.jp/koho/kensei/koho/
dem

ae/dem
ae/

長
野
県
政　
出
前
講
座

長
野
県
企
画
振
興
部
広
報
県
民
課

☎
０
２
６（

２
３
５
）７
１
１
０

申
問

　
丸ま

る
や
ま山
康や

す
の
り憲
さ
ん（
豊
井
地
区
担
当
）が
、

新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
新
任
で
、
任
期
は
７

月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
名
簿

氏
名

担
当
地
区

山や
ま
ぎ
し岸
巧た

く
み

さ
ん

　
中
野

長な
が
は
り針
純じ

ゅ
ん
こ香
さ
ん

　
中
野

小こ
ば
や
し林
喜き

よ

こ

世
子
さ
ん

　
中
野

中な
か
や
ま山
千ち

え

こ

恵
子
さ
ん

　
日
野
・
延
徳

西に
し
は
ら原
久ひ

さ

え惠
さ
ん

　
平
野
・
高
丘

佐さ

の野
茂し

げ
る

さ
ん

　
平
岡
・
長
丘

佐さ

と

う藤
み
つ
江え

さ
ん

　
科
野
・
倭

丸ま
る
や
ま山
康や

す
の
り憲
さ
ん

　
豊
井

瀧た
き
ざ
わ澤
洋よ

う

こ子
さ
ん

　
永
田

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
調
整
係

（
内
線
2４6
）

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

☎
０
２
６
９
�
２
３
０
２

問

▼
講
座
・
講
習
会

　
保
育
士
と
し
て
の
再
就
職
を
お
考
え
の

方
を
対
象
に
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
８
月
1８
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
長
野
県
飯
山
庁
舎　
大
会
議
室

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
昼
食

申
込
締
切　
８
月
11
日
㈫

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

潜
在
保
育
士
就
職
支
援
講
習
会

長
野
県
こ
ど
も
・
家
庭
課

☎
０
２
６（
２
３
５
）７
０
９
８

申
問

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
面
接
は
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
前

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　
９
月
３
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　
長
野
県
北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
長
野
県
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
１
階
）

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

長
野
県
北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６（
２
２
３
）６
７
７
７

問
申

消費生活相談は、局番なしの「１
イヤ ヤ

８８」へ
内容　悪質商法などによる被害、不適切な表示に関
するトラブル、製品やサービスなどによる危険や危害
などについて相談したいときは、「消費者ホットライ
ン・局番なしの『1８８』」をご利用下さい。「1８８」へ電
話をすると音声ガイダンスが流れますので、郵便番
号などの入力を行えば、市の消費生活相談窓口など
へ案内します。
アドバイス　消費者ホットラインは、全国共通の電
話番号から、消費生活センターなどの消費生活に関
する身近な相談窓口を案内します。なお、ガイダンス
終了後、相談窓口につながった時点から通話料金が
かかります。消費生活でのトラブルで、どこに相談し
てよいか分からない場合には、一人で悩まず「消費
者ホットライン」を利用しましょう。ご不明な点があり
ましたら、下記の相談窓口までご連絡ください。

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線２３８）
長野県北信消費生活センター　☎0２６(２２３）６777
消費者ホットライン　☎1８８

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

５8
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▼展示

市立博物館
㊡火曜日

☎ 22-2005

・常設展示室「中野市の自然と歴史・
　文化・重要文化財柳沢遺跡展示室」
・西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」
・中野市合併１０周年記念事業企画展示
　「受け継がれた道具たち-豊田の民具-」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

西部写游会「写真展」
８月1９日㈬～３1日㈪
丸山芳文「信州大好き著名人百余名
の方々の色紙展」　８月３０日㈰まで

年金
　全国で「年金情報流出」を口実に、電話で日本年金
機構の職員を名乗り、口座番号を聞き出そうとする者
や、「流出した個人情報を削除してあげる。」と持ち
かけてくる者が現れています。
●本件で日本年金機構から電話やメールで連絡するこ

とはありません。
●本件で日本年金機構が現金やキャッシュカードを要

求することはありません。
●本件で日本年金機構がＡＴＭの操作をお願いするこ

とはありません。
　不審な電話があった場合は、すぐに電話を切りまし
ょう。また、少しでも不安が残る場合は、下記の問い
合わせ先までご相談ください。
　日本年金機構専用電話窓口
　　☎(０１２０)８１８２１１（通話料無料）
　　受付時間：午前８時３０分～午後９時（平日および土日）
　長野北年金事務所　☎０２6(２44)4１００

「年金情報流出」を口実にした
犯罪にご注意ください！

　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165
平日午前8時30分～午後5時15分

問

▼
催
し
・
イ
ベン
ト

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
調
整
係

（
内
線
246
）

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立

要
求
中
高
地
区
総
決
起
大
会

問
　
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
た
め
の
「
人
権
政
策
確

立
」
を
求
め
る
と
同
時
に
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
総
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
1０
月
27
日
㈫

時
間
　
午
前
1０
時
３０
分

会
場
　
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の

対
象
　
昭
和
４０
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
３1

日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

会
費
　
１
人
２
５
０
０
円
（
ご
夫
婦
で

５
０
０
０
円
）

※
金
婚
式
当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
27
日
㈭

申
込
方
法
　
広
報
な
か
の
７
月
号
に
挟
み

込
み
の
申
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
高
齢
者
支
援
課
（
中
野
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

合
同
金
婚
式

申
高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係

（
内
線
243
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１

問

ご寄付ありがとうございました
東京都練馬区　押鐘　冨士雄　様
現金 5,０００,０００円
教育関連のため

長野市　長野第一法律事務所弁護士　武田　芳彦　様
現金 2,０００,０００円
長丘小学校および高社中学校の図書室充実のため

問　庶務課秘書広報係（内線4００）申

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
回
・
第
３
回
は
、
介
護
世
代
と
子

育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
「
イ
ラ
イ
ラ
解

消
術
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

第
２
回　
介
護
世
代
の
イ
ラ
イ
ラ
解
消
術

・
期
日
　
８
月
27
日
㈭

第
３
回　
子
育
て
世
代
の
イ
ライ
ラ
解
消
術

・
期
日
　
９
月
３０
日
㈬

時
間
　
午
前
1０
時
～
正
午

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室

定
員
　
各
回
３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

募
集
を
終
了
し
ま
す
。）

講
師
　
㈱D

ream

　Seed

　
代
表
　

三み

つ

い井
洋よ

う

こ子
さ
ん

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

※
各
回
と
も
独
立
し
た
内
容
な
の
で
、
単

独
の
参
加
も
可
能
で
す
。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
男
女
共

同
参
画
係
（
内
線
2５4
）

申
問

期
日
　
８
月
2６
日
㈬

時
間
　
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
師
　
谷た

に
が
わ川

雅ま
さ
ひ
こ彦

さ
ん

演
題
　
差
別
禁
止
法
の
制
定
を
求
め
て

　
　
　
～
部
落
差
別
の
現
実
か
ら
～



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

３１ 中野市は合併１０周年を迎えました。

問市立図書館　☎（26）5841

しんかんせんとわくわくでんしゃ大集合
　上映日時　８月1６日㈰　午後２時～

１００回泣くこと
　上映日時　９月２日㈬　午前1０時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

過ぎ去りし王国の城（宮部みゆき）／ラプラスの魔女
（東野圭吾）／断裂回廊（逢坂剛）／夫に出会わな
いためのＴｏＤｏリスト（ケルスティン・ギア）／一〇三
歳になってわかったこと（篠田桃紅）／頂点への道

（錦織圭ほか）／農協は協同組合である（北出俊
昭）／おにぎらずとおにぎらずロール（郷知詠子）／
認知症になった私が伝えたいこと（佐藤雅彦）／ドイ
ツ大使も納得した、日本が世界で愛される理由（フォ
ルカー・シュタンツェル）／もの忘れの脳科学（苧阪
満里子）／人工知能は人間を超えるか（松尾豊）

著／赤坂憲雄
人文書院
　稲のある風景の底に沈
められた、豊

ほうじょう

穣にして詩的
な世界への旅路。
　恥じらいと偉大さ。そんな
東北を、その人は発見した。

司馬遼太郎　東北をゆく

ピケティ入門

著／竹信三恵子
金曜日
　『21世紀の資本』の読
み方。格差社会ニッポン
への警

けいしょう

鐘！！世界を震
し ん か ん

撼さ
せたベストセラーから私た
ちは何を学ぶべきか。

２０１５．８広報なかの

　
土
・
日
・
祝
日
の
み
投
影
し
て
い
る
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
、夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、

平
日
に
特
別
投
影
を
行
い
ま
す
。

特
別
投
影
日
　
８
月
1０
日
㈪
、
12
日
㈬
、

1３
日
㈭
、
1４
日
㈮

観
覧
料
　
一
般
４
０
０
円
、
高
校
生

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
・
市
内
在
住
の

7０
歳
以
上
の
方
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
助
者
は
無
料

※
市
立
博
物
館
と
志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美

術
館
の
共
同
企
画
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
が
公
開

中
で
す
。
観
覧
料
は
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
、
市
立
博
物
館
へ
行
こ
う

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

市
立
博
物
館　

☎
�
２
０
０
５

問

午後２時３０分

★

★

午後１時１０分

■

■

午前１１時２０分

●

●

午前１０時

▲

★

投影時間

平日・土曜日

日曜・祝日

▲「アーティスト・イン・プラネタリウム」※観覧無料
●「ぼくたち惑星８兄弟～太陽系学校の一日～」
■「ＢＡＣＫ　ＴＯ　ＴＨＥ　ＭＯＯＮ　ＦＯＲ　ＧＯＯＤ」
★「ポケットモンスター ＸＹ　宇

そ ら

宙の破
は へ ん

片」
※各投影番組ごとに入れ替え制となりますので、各回チケットを
　お買い求めください。

プラネタリウム投影番組・時間

　
９
回
目
と
な
る
今
回
の「
斑
尾
ジ
ャ
ズ
」

で
は
、
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
全
国
か
ら
３2
バ
ン
ド
が

参
加
し
、
約
３
０
０
人
の
演
奏
家
が
野
外

ジ
ャ
ズ
の
聖
地
・
斑
尾
に
集
結
し
ま
す
。

期
日
　
８
月
22
日
㈯
、
2３
日
㈰

時
間
　
午
前
1０
時
～
午
後
４
時
３０
分

会
場
　
斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場
　
特
設
ス

テ
ー
ジ

入
場
料
　
無
料

※
出
場
バ
ン
ド
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://m

adaraojazz.
com 斑

尾
ジ
ャ
ズ
２
０
１
５

斑
尾
ジ
ャ
ズ
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
９
�
３
５
０
５

問

　
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信
越
放
送
の
主
催
で
、「
放
射

線
治
療
」「
陽
子
線
治
療
」
な
ど
、
最
先

端
の
が
ん
治
療
に
関
す
る
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

期
日
　
８
月
2３
日
㈰

時
間　
午
後
１
時
３０
分

会
場　
中
央
公
民
館

入
場
料　
無
料

講
師　

相
澤
病
院
　
陽
子
線
治
療
セ
ン

タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
　
荒あ

ら

や屋
正ま

さ
ゆ
き幸

さ
ん

演
題　
「
新
時
代
」
身
体
に
や
さ
し
い
が

ん
治
療
　
知
っ
て
お
き
た
い
先
進
医
療
！

陽
子
線
治
療
の
す
べ
て

※
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

市
民
医
療
講
座

信
越
放
送
テ
レ
ビ
局

☎
０
２
６（
２
３
７
）０
５
４
５

申
問

年次蔵書点検のため、市立図書館および
北部・西部・豊田分館を休館します
　ポストへの図書の返却やホームページでの
閲覧・蔵書検索は利用できます。
閉館期間　９月３日㈭～1０日㈭まで



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

２０１５．８ 広報なかの ３２

　市の自主財源を確保し、市民サービスの向上を図るため、児童手当等窓あき封筒の裏面に有料広告を掲載して
いただける事業者などを募集します。なお、掲載の可否は、市の審査委員会で決定します。

封筒の種類・規格 広告枠の規格 広告枠数 広告料 作成枚数 色数 問い合わせ先

児童手当等窓あき封筒
(縦)10.5㎝×(横)21.6㎝

(縦)5.5㎝
×

(横)9.5㎝
２枠 ３2,４00円

(１枠あたり) 10,000枚 黒１色
子育て課子ども支援係

（内線 ３56）

申込期限　所定の申込書により、８月２０日㈭までにお申し込みください。

「児童手当等窓あき封筒」へ掲載する広告を募集します 暮らしに役立つ広告を
お待ちしています。

【発送（使用）期間】９月ごろから作成枚数終了まで（おおむね１年間）
　　　　　　　　　　※作成済み封筒の在庫状況により、発送時期が遅くなることがあります。

▼
募
集

●
航
空
学
生
　
高
校
卒
業
後
、
大
空
で

活
躍
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
最
短

コ
ー
ス
で
す
。

資
格 

高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
を

含
む
）
で
21
歳
未
満
の
方

試
験
日
　
１
次
　
９
月
2３
日
㈬

２
次
　
10
月
1７
日
㈯
か
ら
22
日
㈭
ま

で
の
い
ず
れ
か
１
日

３
次
　
11
月
1４
日
㈯
か
ら
12
月
1７
日

㈭
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

●
一
般
曹
候
補
生
　
自
衛
隊
の
中
核
を
担

う
自
衛
官
を
目
指
し
ま
す
。

資
格
　
18
歳
以
上
2７
歳
未
満
の
方

試
験
日
　
１
次
　
９
月
19
日
㈯

２
次
　
10
月
10
日
㈯

●
自
衛
官
候
補
生
　
自
衛
隊
の
第
一
線
で

技
能
を
身
に
つ
け
る
任
期
制
自
衛
官

を
目
指
し
ま
す
。

資
格
　
18
歳
以
上
2７
歳
未
満
の
方

試
験
日
　
男
子
　
９
月
19
日
㈯

女
子
　
９
月
26
日
㈯

受
付
期
間
　
９
月
８
日
㈫
ま
で

※
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
衛
省
で
は
自
衛
官
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

長
野
地
域
事
務
所

☎
０
２
６（
２
３
５
）６
０
２
６

問
申

募
集
す
る
県
営
住
宅
（
中
野
市
内
）

松
川
団
地
、
長
元
坊
団
地

受
付
期
間
　
８
月
2４
日
㈪
～
９
月
２
日
㈬

午
前
８
時
３0
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
も
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。
）

※
入
居
者
の
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所
建
築
課

☎
�
０
２
２
０

問
申

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
毎

月
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
８
月
11
日
㈫

時
間
　
午
後
１
時
20
分

会
場
　
三
好
町
一
丁
目
４
番
６
号
　
中
野

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
２
階

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
入
会
説
明
会
は
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午

後
１
時
20
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集
・
入
会
説
明
会

　
公
益
社
団
法
人
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
４
６
８

問
申

　
皆
さ
ん
が
日
常
購
入
し
て
い
る
食
料
品

な
ど
に
つ
い
て
、
内
容
量
が
正
し
く
表
記

さ
れ
て
い
る
か
調
査
を
行
い
、
計
量
制
度

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
「
長
野
県

計
量
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
10
人
程
度

委
嘱
期
間
　
11
月
１
日
㈰
～
３0
日
㈪

応
募
期
限
　
９
月
３0
日
㈬

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集

申
長
野
県
計
量
検
定
所
指
導
課

☎
０
２
６
３
�
４
０
０
６

問

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
内
線
３６４
）

問
　
専
用
の
ボ
ー
ル
、
ク
ラ
ブ
を
使
用
し

て
、
ボ
ー
ル
を
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
れ
る

ま
で
の
打
数
を
競
い
ま
す
。
ル
ー
ル
が
簡

単
で
、
誰
に
で
も
で
き
る
大
変
親
し
み
や

す
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

期
日
　
９
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

時
間
　
午
後
７
時
15
分

会
場
　
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場

参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の

方
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

参
加
料
　
無
料

申
込
締
切
　
９
月
16
日
㈬
（
定
数
に
な
り

次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま
す
。
）

※
８
月
22
日
㈯
開
催
の
募
集
に
つ
い
て
は

広
報
な
か
の
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
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文
化
庁
で
は
将
来
国
際
的
に
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
進

の
芸
術
家
な
ど
が
、
そ
の
専
門
分
野
で
海

外
に
お
い
て
実
践
的
に
研
修
す
る
た
め
の

渡
航
費
や
滞
在
費
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
美
術
・
音
楽
・
舞
踊
・
演
劇
・
舞

台
美
術
・
映
画
・
メ
デ
ィ
ア
芸
術
な
ど
の

各
分
野
に
お
け
る
新
進
の
芸
術
家
、
技
術

者
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
評
論
家
な
ど
の

う
ち
、
文
化
庁
の
示
す
条
件
を
満
た
す
者

提
出
期
限
　
８
月
1４
日
㈮

※
応
募
書
類
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.bunka.go.jp/

shinsei _boshu/kobo/shinshin _choki.htm
l

平
成
２８
年
度
　
新
進
芸
術
家

海
外
研
修
者
募
集

文
化
庁
文
化
部
芸
術
文
化
課

☎
０
３（
６
７
３
４
）２
０
８
１

問
申

　
い
の
ち
の
電
話
は
生
き
る
目
標
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
る
方
な
ど
に
対
し
、
電
話

を
通
し
て
共
に
考
え
感
じ
、
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

応
募
資
格
　
2３
歳
以
上
７0
歳
未
満
の
方

で
、
養
成
講
座
に
８
割
以
上
の
出
席
が
で

き
、
月
２
回
以
上
の
電
話
担
当
と
月
１
回

の
継
続
研
修
に
定
期
的
に
参
加
で
き
る
方

募
集
人
員
　
３0
人

受
講
料
　
４
万
円
（
年
間
）

※
別
途
１
泊
研
修
費
が
か
か
り
ま
す

申
込
締
切
　
９
月
12
日
㈯

「
い
の
ち
の
電
話
」

電
話
相
談
員
募
集

社
会
福
祉
法
人
長
野
いの
ち
の
電
話
事

務
局　
☎
０
２
６（
２
２
５
）１
０
０
０

問
申

　
市
内
外
の
方
を
対
象
に
、
高
野
辰
之
と

中
山
晋
平
の
里
を
、
ガ
イ
ド
付
き
で
巡
る

企
画
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
高
野
辰
之
を
た
ず
ね
て
　
高
野
辰
之
記

念
館
や
飯
山
真
宗
寺
、
真
宝
寺
、
も

み
じ
荘
な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

「
高
野
辰
之
・
中
山
晋
平
を

た
ず
ね
て
」参
加
者
募
集

信
州
ふ
る
さ
と
郷
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
９
０（
４
４
４
２
）２
８
２
４

問
申

期
日
　
９
月
５
日
㈯
、
10
月
３
日
㈯
、

11
月
７
日
㈯

集
合
場
所
　
新
幹
線
飯
山
駅

●
中
山
晋
平
・
土
人
形
の
里
を
た
ず
ね
て

　
　
中
山
晋
平
記
念
館
や
土
人
形
資
料
館

（
絵
付
け
体
験
）
、
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

期
日
　
８
月
29
日
㈯
、
９
月
19
日
㈯
、

10
月
1７
日
㈯

集
合
場
所
　
長
野
電
鉄
信
州
中
野
駅

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
料
　
無
料
（
入
館
料
、
入
浴
料
、
昼

食
代
は
実
費
負
担
）

定
員
　
各
回
８
人
ま
で

各種相談日程　 期日・時間・会場 問い合わせ先

子ども相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時15分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室(内線2７8)

保健師による子育て相談 期日　８月28日㈮　時間　午前10時～11時
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前10時～11時３0分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前10時～11時３0分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線2４2)

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時15分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係(内線３66)

行政相談 期日　８月10日㈪、９月10日㈭　時間・会場　①午前９時～11時　豊田支所相談室
②午後２時～４時　市民会館４４号会議室

庶務課庶務文書係
(内線211)

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時15分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
(内線2３8)

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３0分～午後５時15分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810(専用電話)

生活就労支援相談 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３0分～午後５時15分
会場　市役所福祉課厚生保護係

福祉課厚生保護係
(内線2７6)

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談、
結婚相談　予約制

期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時３0分～４時３0分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時３0分～３時３0分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　９月1７日㈭　時間　午前10時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

権利擁護相談　成年後見制度含む 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時15分
会場　北信建設事務所　中野庁舎３階

北信圏域権利擁護センター
☎（26）2266



〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成2７年８月５日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　

高丘小学校　６年芋
い も が わ

川　理
り の

音さん

　
私
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
の
栄
養
士

に
な
る
こ
と
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
ど
ん
な
ご

飯
を
食
べ
て
い
る
の
か
、
自
分

で
料
理
を
作
っ
て
い
る
の
か
を

お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
ら
、

栄
養
士
と
い
う
お
仕
事
の
人
が

い
る
ん
だ
よ
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
自
分
も
ス
イ
ミ
ン
グ
を

や
っ
て
い
る
の
で
水
泳
選
手
の

栄
養
士
が
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
水
泳
選
手
は
、
筋
肉
を

つ
け
る
の
が
大
変
な
の
で
手

伝
っ
て
あ
げ
た
い
な
ぁ
と
テ
レ

ビ
を
見
て
思
い
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
も
「
い
い
ね
」
と
賛
成
し

て
く
れ
ま
し
た
。
料
理
は
、
そ

ん
な
得
意
じ
ゃ
な
い
け
ど
練
習

を
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
で
も
中
学
で
は
、
陸
上
か
バ

ス
ケ
の
部
活
に
入
っ
て
選
手
と

し
て
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
選
手
に
と
っ
て
大

事
な
こ
と
な
ど
も
分
か
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
し
ょ
う
来
は
、

栄
養
士
と
い
う
仕
事
を
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
標

は
、
や
っ
ぱ
り
水
泳
選
手
の

栄
養
士
で
す
。
そ
し
て
選
手
が

試
合
で
か
つ
や
く
で
き
る
よ
う

に
、
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

スポーツ選手のための
栄養士になりたい！

夢
No.1２４

▼
２
週
続
け
て
行
わ
れ
た
中
野
祇
園
祭

と
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
。
祭
り
を
作

り
上
げ
、
守
り
、
繋
い
で
き
た
方
々
の

想
い
を
感
じ
な
が
ら
迎
え
た
今
年
は
、

担
ぐ
人
、
踊
る
人
、
観
る
人
の
沸
き
立

つ
表
情
が
よ
り
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

ま
だ
参
加
し
た
り
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
来
年
、
心
躍
ら
す
雰

囲
気
を
感
じ
に
、
夏
祭
り
に
出
掛
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
（
中
沢
）

▼
越
川
優
選
手
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
。
子
供
達
が
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
指
導
に
目
を
輝
か
せ
、
一
生
懸

命
聞
く
姿
に
、
向
上
心
を
持
ち
続
け
る

大
切
さ
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
私
も

常
に
向
上
心
を
持
ち
、
よ
り
良
い
広
報

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
芳
澤
）

▼
踊
り
連
と
し
て
参
加
し
た
シ
ョ
ン

シ
ョ
ン
ま
つ
り
。
普
段
あ
ま
り
会
う
機

会
が
な
い
人
と
も
、
踊
っ
て
い
る
最
中

に
す
れ
違
え
ば
笑
顔
で
声
を
掛
け
合
う
。

こ
ん
な
光
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

再
確
認
で
き
る
こ
と
も
、
祭
り
の
魅
力

の
１
つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
仲
條
）

面積：１１２．１8㎢
人口：43,97１ 人（－33）
　男　：２１,3１２ 人（－２２）
　女　：２２,659 人（－１１）
世帯数：１5,6１6 戸（＋３）
【平成 ２7 年７月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記

34２０１５．８ 広報なかの

中野市役所
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